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朝鮮 海 月 面 産 フ ェ ル グッ マン 石 外 3 件 

鹿 道産 サイ テル 岩 と 高 寺 益 産 蛇 絞 岩 と の 化 訓 成 分 
ACHETER 外 7 件 

ジャ ヤバ 西 郊 油 田 の 地質 外 1 件 

加熱 に よる B-Al,O, OHH 外 3 件 
RRM Oth A Ft 4 件 


He 7 件 


SAL it KES Ds RD RR BASE A 


HA Ah TED RK Be 
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北海 道 唐 松 炭 塊 に 於 ける 石油 , Ak, AAV -RSOMR BR) 
Relation between oil, coal and kaolin clay at the 
Tématu Coal Mine, Hakkaido 


Beet 高 橋 i — (J. Takahashi) 


BER ROLE IC BND 3 FS SFA AN IC IE * IC HO IK RATES SD 
SHIRTS SL CMs S AIR IS, FARE O LEDC RGES SB 
ABBE, Sal GB) の 如く , AAA ChB 3 Ste ec 
PHF BORD T, HELL AMES SRE HICY & 7RRDBIZ 
本 例 な その 一 に 属し , 昭和 十 四 年 の 春 , RO BDU HY C Hea EH, KEE 
禁 堪 用 の た め に 和 塞 た れ た 錯 孔 より ル を そ 十 敷石 の 石油 の 噴出 を 見 た る の で あ 
る 。 SHIEH COBMOBALES NEIROPER © ALL, BEN A 
- MICBOT ZOKEBOKWRE BAL, HORSE MO BIC Lb aA 
の 送付 を 受け た が , Anh © BG LST PASH IC £0 AAS A HET HO 
Te 

送付 を うけ た 地質 試料 中 , 外観 上 , 多少 耐火 粘土 に 類似 する 頁岩 の 存在 を 
認め , 現地 吾 槍 の 意 賠 あり LEBICLOCZERTL BRO NOT 
昭和 十 七 年 夏 , AL ET SEA RA EB IC OLE KT TOR 
| AETLOMAZE HED, AA ILI AS SL, 且つ 頁岩 研究 の 結果 を 筆者 


Dull 
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ICE AN, LICH © SHLAMRROM KEABE BOE IC k 
る も の で ある 。 ¥ Ta se Fab 

Be & Ap ith & (LEAR OPES, 機巧 を 異 に する も の で ある が が , 石 
着 中 に も 海 成 の も の も あり , 石 油層 内 に 石 疾 選 の 介在 を 見 る 例 る 少く な く , 
際 に 於 て は 両者 の 開 係 に つき 種々 な る 未 解決 の 問題 を 包含 す る も の で あ 
る 。 こ と れ 筆 者 が 敷 年 來 , 樺太 , 北 海道 に 於 て 石 療 と 石油 の 相互 闘 係 に つき 研 
究 を 行 ひ 來 つ た 所 以 で ある 。 固 より その 決定 的 な 解決 は な ほ 笛 來 に 侯 た な 
けれ ば な ら ぬ けれ どる も, A FREORKICR 2 HK © BYR ICO & AEM 
Eee LLTZLOCHS, ーー + 

ih 2 fH R 

FE DCIS PAZ WE IE a FF BA ZS OBB AS ARG I PAIS IC ME BS AS AR BN, 幌内 , rE 
内 , FEB, WEF ORR — CB L, MARIN OAL S RINEO_L 
WEEE Hid Bo 

本 地域 は 佐々 保雄 兵 等 り RFRWELIIRO HE LBs AWA ICIB LL, 新 

SER AH & Fea) LMFT LC WA RPE ICSE S FRI OPA 


中 | Jil a OI BEC SAOT RSI, CO PELE 
* mt e8 & ESIC LOCMARS HALTS. 藤 松 
| OD RAF HE LBS BE RRICLSD 2 HEBER 

| ye Dem | (Staukuppe) Cd p, 7c MATAR E D 
| ge Be eg | RSLOTDS. FEU BE OF PAFIC 1S 
| BGR RE | JOR, MMR RT 
Hi を eM ne | 

- Mees FEAR LAEREAR ET 8. Wt EMEA DWE 


Ha, ROME BBORBLELL, CORE 
FEA IC HS Tl LI He, MEAG ICH Clk 8 HB, REG ICY SLMS 


1) Ex (RHE, EERE ATE Se ARE WIR IC HN SHE L Ob HES, OTe eS EAR 
(HBF 17 4F 11 A 9B), 


yo 


2265 BE I Be TE 


41%. JERMROR Se LEED PRICE SIF ICT Ne, —RR 
7 RECS Lom, WEAICHS 0.05m の 飾り 」 を 挟み , SK 
awh Dib 16.6m OF FICWHROWHAROREBCIT RET S 
が , そ の 上 毅 0.2m ik (SH) MT MICHE RAS CM ie 2S 
ある が , COMABKLSVAB) TKKG 0.3m (Cie. 

三 番 訂 は 二 番 居 の 下 4.25m に あり , 厚 さ 21m C8RELMens 
(o.2m ORAL SY). 三 番 層 及び 四 番 層 の 中 間 の 地層 は 0.3m OAK, 
8.5m の 砂 質 頁岩 , r4.4m OFM, BA 0.10OM 及び 0.15m の 2 MOK 
層 を 挟む 頁岩 層 (o.7m), 3.2m の 砂岩 等 , 合計 27m CHT S. BOB 
きれ た 個所 は な , 主 に この 中 聞 訂 の 背 終 部 に 相 営 し , 殊 に 上 記 の 砂岩 肉 よ り 約 
十 敷 石 の 湧出 を 見 た も の で ある 。 

; DOA Se lk wet eset で 0.Im 前 後 の 挟 な み を 有 有 し , その 正方 17.2m の 
頁岩, 砂岩 , 砂 質 頁 岩 , GH, 砂岩 の 写 居 を 隔て ヽ 四 番 下層 (0.5m MRO 
層 2 層 ) に 達する 。 

WE Tet nee CORBA 85m cL, CO FHL E 32m の 間 
ICA, も MER ORMDELET SLAIN S. ] 

YEORREO 55, -BAB=jRE LIRA ERO PACHA IC BILAL, ぞ 
DAS BEMBICHE Clk BLAH (Luftsattel) ea LAALEDAD, OR 
IA Fike EF CERO T 3. 1B LER RHINO Piao pa IC LC 
沈降 する 部 分 に 於 て は 一 番 層 以下 が 閉 合 団 形 を 時 する 。 

藤 松 背 呼 の 南 要 の 傾 衝 は 45°~50° THA CARL. Ibid 30° 肉 外 で あぁ 
り , 畠 頂部 は 北方 に 50° 肉 外 の 傾斜 を 有する 走向 断層 群 に より 多少 波状 に 
Mica Ll, BREROBMWLATS. PIB elLonoeow ee 
型 で あり , 北 方 に 50° 内 外 の 傾斜 を 示す も の で ある 。 

侍 別 断層 は 峰 延 山脈 の 責 終 面 を 通過 する も の で ある か ら , COBOL 
外 は 印 ち 峰 延 向 斜 の 一 部 に 相 営 し , PRS HOR ICI T (LFS IE SAIL, 
PARE LORAROARAICH Litter 2TSROVMN TCHS, 
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A 油 JE 候 ae 
AERA BEREICH S FAIS MUL, FC SARE LOUGH BE ECB. 


LIL, BUURE STS も の で ある 。 TOMLBLVBWE, MA YRO WT 


se ii, Z その 還 の 沈降 部 (plunge), ES— 
FERARCST REM et a (一 部 ) 


番 層 以下 が 閉 合 球形 を 時 する 郭 分 を 主 
と し , KIC FO WE EPG Dm) & ABS 
し て 隆 有 周 せ る 部 分 , 即ち 通 洞 Tb RSC 
本 玩 の 横断 する 部 分 で ある と 有 芸 ふ 。 怒 
ち 石 油 の 浸出 個所 の 分 布 は , RE 
構造 と 一 致す る も ゃ の で あぁ あり, 石油 の 移 
動 集中 の 問題 の 研究 上 , 注意 す 可 ぎー 
Pitt OCHS, i 
右 油 試料 は 最初 約 40occ FASE HT 
うけ , そ の 概略 の 試験 を 行 つ た が , 共 後 
に 送ら 羽 た 約 4,000cc の [HEAD 
Bath, 未だ 試験 を 終る に 至 つ て 居 な 
o . € OJ THIS PRR ES, EERE 
CRUDBRED EDEL AL, BA I- 
WEES , HEB IS SERRA FE (0.95), 
Ze WRT WIE TKS 2%, 180°C ic 
2B ORM MIE 2% に 過ぎ ず , 180°C Ty 
至 200°C [Oh OH HHILY< 6% Ice 
( 黒 ) ABE, (BA) Oe, (Ban) EL = L, 200°C 300°C の 分 館 油 は 30% Ic 


(BERR) OA AAS PES A. DkOASI Les SEHR OD, 
BAREIS (m), AMPA ie FUER EEC B 
HARE る が , 300°C に 於 て フラ ス = 肉 に 残留 


する 油 は 赤褐色 を 時 し , その 分 量 は 60% に 達する 。 こ の 300°C 以上 の 分 
Ba IC ISH BO BASE i 10°C Cle PAREATS, 
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WO Une LEAK, BRIC TOSMER ARIES DIC ERE BRZLOT 
SD HMO MALO Hh PANICIES BC LERTROTHS, 
WSR MRO RNTES AR I-rICBTSLOCHS. HLT 
200°C 肉 外 の 分 館 油 を 10% WHERE CREM LPRREC RN TR OERE BE 
MES 799 ン の 結 品 を 析出 する と と , 300°C 以上 の 人 分館 油 が 赤褐色 を 時 し 
比重 も 一 に 近く アン スラ ネン 油 の 特徴 を 示す と と も, と この 原油 が 石 導 系 な 
る と と を 知ら し あめ る も の で ある 。 但 し 重 質 油 中 に 含ま る ぃ 不 範 和 岩 化 水素 
物 は 普通 の コー ルター 分 飲物 に 比 し て 著しく 多量 で , RRO BED 
行 は れ た と と を 未 す も の で ある 。 こ と の 碗 油 に つき て は 今後 別に 報告 する 光 
HEH Bh 

a # 

AiO LMICMES 2 BREESE (8 RB) と 移せ られ , 厚 さ 
は 上 御 0.9m, 頁岩 の 挟 ミ 0.2m, FAI.2M で , 兵 ミ を 除い た 将 層 の 厚 さ は 
ェ .9m で , €O FMICIBS 0.3m O [PRL] を 伴 つ て 居る 。 

2 ORI EBNIC ERR OIE L ) RSA (Streifen- 
kohle) で , 2 UT durain 中 に clarain OMMERELOCTHS, TOG 
RO ro~20gr を 取り , WHICHHKE LT, » VASA CHPAL, Mao 
験 を 行 つ た 結果 より 見 れ ば , ABBICHST kp (TO5°C 以上 ) 6~7%, (105°C 
以下 2 へ 8%), HEEB (水分 を 除く ) 40.67~35:24%%, [HIER 43.01 
"38.50 (BRRBICIES), KIL 9.5~0.75% CHS, MSKBRO HCL 
EER AOMLBMEETH 2ZNCH), TOKBALMUOLOTHS 
が , I -NILGREEO 5 ~12% CHEF Bo 

XY —W (SIS BE CHIE CILMI CD SAS, 比較 的 フェ フー ル 性 の 成分 が 
多く また だ ペラ フィ ォ ン る SEN KBICR CZ RR, OREO HA ICEL 

され た 所 調 石 油 に 近 締 を 有する も の で ある 。 

RORY Ar ORAL LC, HAIRED, BIE, TIRE 


1) 高橋 0 AUR ORI) AURIS 
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bi, BROMUS LCs Mlk, 胞子 及び 花粉 料 , 植物 の 外皮 細胞 
(cuticula) が 知ら れ て 居る 。 BIRLA E 過 て の 石 央 に 含ま れる も の で 
ある が , 一 般 に は その 含量 は 大 で な い (MEO RH OPE DRE). IK 
| 物 は 植物 の 薬 , KAO RIEL, SURES OSLER ICS LTE TnI, BEE 
を 任 ひ ( 例 , WhAB Cerosylon andicola, 其他 Myrica cerifera 等 ), 分 解 
に 土 し て は 安定 で ある が 劉 め に 石 将 化 作用 を 通 選 て 残 妄 する も ゃ の で ある 。 

然し 最も 豊富 な る 油脂 性 物 の 根源 と 信 ぜ られ る も の は 胞子 及び 花粉 粒 で 
あり , 現世 植物 の Pinus sylvestris の 花粉 は 10.63% OFF, 4.5% の 
eink Be (Planta), また Licopodium の 胞子 は '49% の 脂肪 を 含み 
(Langer), (48.59%, Bukowski), Kieferpollen は 15.81% の 脂肪 (Krest-- 
ling) を 含む 事 が 知ら れ て 居る 。 a 

DEO ARETE BOAO, OE nic & VENT 
機 物 , 及び 動物 性 の 油脂 類 で ある 。 

AERO BB As BNA ELE AD OB Gb, AVE TOUGH ICH S YO 
CH), 従 つ て 油脂 性 ター ル ORME LOM ICHE TS A Se BE TS 


Bk HB Be eo tt et 


(1) RRMA (MARE RR) (*) RABE (ec) make 
ERO BSA, GRE It 20 R 毎 , Mit Bye tH AE 
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事 は 出来 な い 。 然し 二 ニ 三 の 敬 備 的 試験 の 結果 は , durain 及び clarain 中 
に は 外皮 細胞 の 破片 花粉 等 の 微細 物 の 存 存 が 認め られ る 。 ERAGE 
加里 液 に て 虚 理 すれ ば , 葵 褐色 に 着色 する と と が 認め られ , BREE 
(cannel coal) と 同様 な る 組成 分 を 含む 事 が 推定 さ 選 る 。 
F @ & + 

PH RIC SRR ICI GF, LCOREBO PRICES SLO 
ある 。 COCMLBBYIEBKEE 2 LEMME CHARM RE RL, A 
We SES UROKVMLATSLOCH 2, Mesnic lt Ald at 
DYMO’ の が 大 部 を 占め , PAPAL 9S REL AL, ICH, B 
BEO BE LET $ OCHS. 

| SOPMENIEIAS Dit AE ICH SIC kD, MARWAL ICL 
TIES BT RO KEE D AEB & FIO 7PERILGAERICAMATM< で あぁ る 。 


BRR PRN LORTRUMKE 
ce |i BO F245) 


SiO, 51.68 | 64.40 | 63.92 | 63.24 | 69.44 |(1) Saye ae Ri 
Al,Og | 26.39 | 25.22 | 24.86 | 22.58 | 20.04 |(2) Lo#i-to FS, 


Fe,O, 1.57 1.64 1.14 3.00 1.64 weKEMRAR 
CaO 0.60 0.72 0.66. 1.92 0.44 |(3) =A Re LES 
MgO 0.25 0.19) 74> 0.15 0.13 0.33 |(4) =P zee PE 
Ig.L. | 18.00 6.84 7.29 8.16 7.00 |(5)—#e/g LAS 
i BE 26 18 16 14 12 


S.K.  |(1580°C) |(1500°C) |(1460°C) 1(1410°C) |(1350°C) 


ーー 


第 二 表 に 於 ける 試料 の 番 銃 は , 筆者 の 肉眼 観察 に ょ る 耐火 粘 凸 と し て の 
BBICLoctHBAS LebOx 1 と し 順 菊 劣 質 の も の に 及 攻 し た も の で 
ある 。 分 析 及 び 面 火 度 試験 の 結果 る, 筆者 の 際 限 新 察 の 結果 と ょ く 一 致 を 
MUTHES. 

更に 第 二 表 の Al,O, が SiO, OMMRLMA LCHM カオ リン と し て 
fete L, MOLAR IEAMEZEME (opalin silica) 及び 石英 微粒 と し て 存 す 
る も の と 優 定 し て , BRK 2) v OEE MN TIE BSROW) C 
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ある 。 
第 SR HRAUVAAVI NE 
ee Opes ere hae ON 
EE ie 29.28% 43.00% 42.92% 44.14% 52.44% 
カオ リン | 48.49% | 46.62% | 45.96% | 41.68% | 37.4% 


HWS LEO AO iff ABEL ARS ICS CHEREEERR OI IN Lk AY vy BOP 
少 に 伴 ふ て 低減 する も の で ある 。 試 料 (1) MS =HREO FAH bok 
の 如く 細 粒 均質 な 粘土 で あり , その 石 基 の 組成 が ボ ヵ オリ ン 48.49%, 非 品 性 
EERR 29.28% の 混合 より な る 事 は , MOG AORR LABO—RE RT 
も % の で ある 。 MUEUCHEMOMRAB, カオ リン 量 の 減少 , EROS ICH 
つて 低く な る の みな ら ず , 試料 の (2) 如き 砂 質 頁岩 に 於 て は 石英 微 片 の 存 
在 も 認め られ る 。 

な ほ 根 本 氏 は , PEA BIRO OICMERET 3 AURORE ICO 
き その 耐火 度 の 試験 を 行 は れ な た (第 四 表 )。 そ れ に ょ れ ば , LO PHL 

第 四 表 Fe EO kK 


一 番 層 下船 SK16| | 三 番 層 下 磐 SK20 
ー、 二 番 層 : 間 » 20 四 番 層 KF @ 16.20 
2 | eR ER » 16) 2 oe 12 
H\/=2eB Fe » 16] | Re Rew 20 

=#88 bk ® 16 AM FRE @ 未 


, 及び 中 間 頁 岩 % AGICR CC OAR ILE HE ERR LT VY OBA MEL d 

り , 成 そ の 混合 の 割合 は 地層 に より また 場所 に より 異 る 事 が 解 か る 。 

只 注 意 す 可 き こと は , 以上 の 粘土, Ric =p FH Lis kh ic HS 
態 を な し て 水 笠 に より カオ リン 物 と 斑 酸 物 を 分 離し 難く , 従 つ て 以上 の 化 
底 分 析 は 原 士 の まま で 行 は れ た と 解 さ れる と と で ある 。 

下船 粘 士 の 有機 物 と カオ リン 

[He TREO BER bit oOm< KHICHT 50% の ヵ オ リン 物 と 

30% OBRERI VRS OCH), HOA CHCRMCH SZ. Hit 
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kth CAS s & BREE MIKIC Wok LCR HE まま となり , ABC L- 
な i 

と の 粘土 20gr を と り , 之 を 内 委 46mm, 高 さ 約 30cm ON HT 
CAM, Ke I~ CHEE L, 水 柱 を 高 さ を 28cm LL, 2 月 2 日 より 辻 源 に 
放置 し た る に , 40 日 (COR, MH CALI 5°C 内 外 ) ESE TOK 
部 は 依然 た を る 懸 濁 其 態 を 保つ も の で ある 。 但 し 3 時 間 後 に は その 正座 に 於 
CHS 0.5mm, 24 時 間 後 に 座 て は ェ :5mm ONMELAL, その 後 43 日 
に 於 て は 沈 滋 層 の 厚 さ 合計 ro.5mm に 達し た 。 

と の I10.5mm Op IL—-MioD Varve WARE ELY, ABWEOME 
が 認め られ る 。 BPE UES 2mm) eR, 有機 物 を 含ん で 濃 褐 色 を 
ZL JLBORMS (1.2) 石 療 の 微細 片 が 疾 申 其 に 分 布 す る 。 第 二 居 は それ 
ょ より る も 征 淡 色 で あぁ る が , CO FREER CES, 上 方 に 淡色 を 旦 す _ 
ts 第 三 居 は 厚 さ 2mm, 第 四 訂 即ち 最上 居 は 現在 4mm 

厚 さ を 示す が , ZiLBOUMICHOT COVES EHTS LOCHD), 
第 一 乃至 第 三 必 も 時 日 と 共に 収 縮 現 祭 が 認め らち られ る 。 

第 三 , PWG AK ICAL, 後者 は 放 白 色 を 時 する が , SAIC 
て は 第 一 第 二 層 と 同様 に 其 下 邊 部 に 於 て は 有機 物 に よっ つて 渦 染 され , 上 午 
部 は 淡色 と な り 有 有機物 含量 の 少 き と と を 示し て 居る 。 

BR 43 日 に 於 て 形成 され た ヴァ ル ヴ は 4 CH), その 定 沙 後 の 各 ヴァ 
ル ヴ の 厚 さ は 2~2.5mm で ある が , 各 ヴ ァ ル は まな た 顕微 鏡 的 な 締 短 堆 
積 を な す も の で ある 。 こ とれ は 大 部 の 沈 減 を まつ て 詳細 な 親 府 を qT 3. BoE Cc 
ある 。 ; 

43 HUBICSVBIEKPICKRATS LOK, ROOK ¢ ea AKET 
DAD, Eb AAV y WERE Wat 5 BRERA CS OR 
eA ORGRICFES. CHMEOKESLOLV AEWA ESS LOTS 
55, Pre VP HOREOMDIL A FIV BAY CNA RO Raw IC 


1) AARAE Varve OMIA —BK, AHH 13 BH 3 BE 
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- FS CBRE EO % HICH, 
AK EL (RED ACH SB, ZESWRBKA CHEE LOS £, 
14 FR ASEC SE OAMATLIRT S 28, その 場合 に は Varve PARLE 5 7s 


Wo 


TORRENS BSE TFC 1k BN CHS (8 IC THES M7 AE, 即ち ヵ オ サン 
LEEROIRG PICU, FRICFER AMI OME, BIRO BIT KBADT SY 
DCHZ, LEBBTNIZ 16% 肉 外 の 水 の ほ か , 227% OTEAF 
る 。 と の 飲 油 の 性 質 は 微量 な る た あめ 未だ 明らか で な い が , FH CHET IRB 
WDA4Y- Y2-NOTMLEWT SLO TCHS, 

95 38 (2) DWHEVEIL HH BORKED HATS ), SRR PRL 
DO FISHSYOCHS, BGC IE LOK Lick LAKE L, BRO 


ヵ カオ リン 含量 も 大 で な い が , EMRE BEL, E 7eBEO MIS BMC 


YeSqvChhS. Zea t nis 0.5% 程度 の 飽 油 を 生ずる 。 


} 


夫 積 環 境 


SAIS (LIE T ILRI 300m 内 外 で ある 。 BSLOREART 
面 周 に よ つ て 上 音 石 別 の 欄 成 比 を 計算 すれ ば , BPREICHTU) CHS. Bl 
BAR LAMB AR RK 


(HS) + (Heo #) 
BREE 272.3m} 100% 
ie 3.0 1 
eo # 101.6 37 
頁 ze 155.5 57.6 
A BR 12.2 4.4 


DARA MLAB EE LTH 6 
割 を 占め , 砂岩 は 4 BNICH7T, HH 
岩 % 少く , BRORBIE 4.4% に 
過ぎ ない 。 

統計 的 に 観れ ば 爽 療 必 の 砂岩 座 
LBROBSE AB, Hi Tae RE 


比例 する も の で ある 。 AKRPORBROAK SA LIL, その 石 娠 が 原 地 
性 (autochthone) HEBEL ) % SA SE HERE (allochthone) Jy=s RAK thf RE 
LAT OO LMI. Sb, AIH IC IS BU Fe 3 OWEEICE LC, 
EJP EL aa IC (SE HED VISE (Hackselform) も 認め られ , MEA Y, 


| 
i 
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PABORKES b AKG PF COMME S POME BT So RUA 
層 が 原 地 性 な りや 運搬 堆積 な りや の 問題 を 解決 する た め に は 他 の 諸 放 件 を 
癌 察する 事 が 必要 で ある 故 , と ゝ に は その 断定 を 避け な けれ ば な ら ぬ が , 少 . 
CLL ACER DYED © HFRS EHERR (paralische Sedimentation) — 
な る 事 を 思 は し め る 。 

MARNIE DUB RC tT ORMOMBATS CHE, その 内 に 挟ま 
nS ABI, 一 般 に その 上 下 に 粘土 質 地層 を 有 し , ER EHIOM EL 
て は 砂岩 叉 は 砂 質 頁岩 を 有 し , RSA ENBILE RAT SLOTHS, 
IC ZOHO Lb Advis HAW ANY Hid L, 粘土 質 頁 岩 は それ 
より る も 深 相 を 示す も の で , 一 見 すれ ば 水深 の 増加 , BID HAO AHI IC 
位 ふ こと と 石 泊 層 の 堆積 が 起り , OWA ABNER ELC I ICE 
れる 閣 を 時 する 。 BREROAMIC, 握 候 永年 終 化 に よる 要 因 を 別 と すれ 
IL, Wid» 3 AWARD AED & DREN Ts SH RT ST LIE PEK 
DIC HET % GCM PeF CHB", | 

BEBRO-A RASEUIEH BER BREA TST LCE ve 
る 其他 に より て 提唱 さ 札 來 つ た 。 RHAOBMG LHLLIUIO BR, 基 古 代 
BOER HIRE, GEESE & と は 或 築 園 の 蓮 開 性 を 示し , 造 山 作 用 三 それ に ょ る 握 候 ~ 
oD Hie = ERR = 植物 繁 基 二 石 災 層 の 生成 な る 一 連 の 因果 的 開 . 
係 が 成立 する と 云 な れ て 居る 。 勿 論 造 山 作用 は 従 來 考 へ られ た 様 に 比較 的 
短期 間 に 一 木 に 終始 され た も の で な く , 時 間 的 に も 座間 的 に も 相 営 の 可 化 
。 が あつ た も の と 信 ぜ られ る 以上 , HORE AROMAS EHR 
する も の で あら 5 う 。 

さて 疾 田 の 大 多 敷 は 低位 温 原 (Niedermoore) 的 特性 を 有 す と 云 は れ て 
FEZ, C OEALIRIRIG RE 7K 575 PRE 7k ( 潟 ) の 府 植 的 堆積 相 ょ り 始 まり , 共 


1) 高橋 純一 , PEAPDEHLIBD 71 9 Pith, 本 誌 第 27 乱 第 2.3 HE (昭和 17 年 
De Aoi ii 

Dy alrech: Deutschlands Red und Steinkohlenvorrate, 
_ Stuttgart, 1912 
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HERO SOMMETT, ROE LD OPM HRA DEFT IT FRO THEBTASTT IS IL, 

IC (RIFRAKO BSE ELS ICESRLOTHS LAS.. MEUCM AIC 
ERT UMEDA, し か も その 速度 が 植物 の 上 方 進 肌 と 同様 な る 場合 は 厚 
き 石 災 層 の 生成 を 見 る 可 く , 泊 降 速度 が 過大 な る 場合 に は 低位 原 の 森 林 は 
et L CHOKE ib, その 上 に は 上 毅 粘 士 の 堆積 を 見 る に 至る で あら 
う 。 LICK LARA IE LIS ESMEM ICS SAIC, (RAL AGC 
mi fziays (Hochmoore) £7) Mice whe 5G SHLRG SI. 

カオ リン の 生成 條 件 

元 來 北海 道 樺太 の 油田 に 於 て は , 未 だ 筆 つ て 耐火 粘土 の 弱 見 を 聞か な い 
唐松 附近 の 下 可 粘 土 は 耐火 粘 士 と し て は 正 逃 の 如く 劣 質 で ある が これ さき 
へ る 筆者 と し て は 始め て の 閣 察 に 属す る 。 北海 韻 樺 太 の 油田 粘土 は 筆者 の 
知る 限り 理 質 , 泥 放 質 の も の が 多く , 唐松 粘 士 の 程度 の ヵ ぁ オ リン 量 を 含む る も 
の は 未だ 知ら れ て 居 な い 

耐火 粘 士 の 主 成分 は ヵ カオ リン 物 で あり , 時 に ベー マイ トト 等 を 混 ヂ ずる も の 
IETS. Aty bh IY YW, LBEO ARAKI ELAS, 
(LRAIC TS 9 HICH APL PS. PIA VETS ¢ , ASFBC OAL, HE 
(AEi) 等 は 有名 で ある 。 

Wi MMO R RIS ICIL AA Vy Be PEO, HERO Ze ICE Fae 
BSB, 如何 な る 理由 に 基づく も の で あら うか 。 先 づ 之 が 條 件 と し て 
BAG NS HARPS ORR, 原 岩 の 地質 の 問題 で ある 。 

箇 候 的 條 件 な 従来 多く の 人 > 々 にょ うり 考 究 され 來 つ た 。 近年 の 風化 現 祭 の 
研究 結果 ょ り 見 れ ば , PRALEEREE (aluminosilicate) の 風化 に よ つ て ヵ オ 
YY OR SH 2 HE LUE) BIBRA O 4B fs + (braun Humuserden) 47°C 
あり , BMD ABA Fv RICHER TZ SELB US ICSE Te aR OF 7 1 AB 
に 於 て は 生成 され ず , RICA oR Rae CLS AR Fe BESPOKE IC 
よ ょ つて 所 調 極 端 風 化 が 行 は な れ , AY vy ASICS RS 1 CHALDEAN 
TZICBAZ%OTHS, MW MAB, KALBRU AA VV BOGE, e 


{ 


~ 
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PED R eee ere 
RICE REMORA DAR Cw BH, HAC Ale tae & LC He 
ふ 事 は 出来 な い 。 

カオ リン が 風化 の 特殊 生成 物 な る 以上 , その 原 岩 の 性 質 る 考慮 され 札 な は 
れ ば な ら ぬ ね 。 原 岩 が 長石 質 (arkose) な る 水 成 岩 , 乃至 長石 に 宮 む KR 
る 場合 , その 風化 に よ つ て ヵ オ リン の 生ずる 事 は 営 然 で ある 。 之 を 換 際 に 
見 る も, 北海 道 吉 fH), 秋田 懸 信 幡 平 等 の オイ ル ・ シェ ー ル に 伴 ふ 夫 火 粘 士 等 
は , NE NC 
する る の で ある 。 
カオ リン は 以前 は 皇 と し て 熱 水 作 用 の 生成 物 と 考 へ らち られ, BEICA THI 
種 の ヵ カオ リン の 存在 は 各所 に 知ら 履 で 居る 。" RUEFICHOTCE, 少 ぐ と 
HE KO BIKE AT ZAF VY EL UCB ICE AZAR MLBAR 


BS ICH), ICH ICES. Ht Vy Bl i EZR +L AMS ILS 


EOD RS 

RACH TW ABUL Kt EOMMOPMOMACH A, HRA 
AMR CBSIKICHA LCRA LE 0 BORE NAME, ALIAS 
CE} LCL CIE RRR ICE SPRL ITS. MK ROMA IE 
RD EALIC Le LEER ) © (GERESERR, ev eV tay PHMOPELLS) 
の 集中 が 著しい と EtCI SD » ASAE OREM HWE DSH L CEERRIT C } 
Hb ethno ees SLC TRIS Te LOTCHS う 。 

DAV VAERICOZERTH 21 LOK ROE D, WRORMAD HE 
BERR E LOMCHS, ATV YROBABRECRI7ewOICM, RB 
One (PARAL) DAL RR, WEAK LCD < bb FR LIEOK 
部 が 地下 水 の 移動 帯 に 存する 如き 惑 態 が 必要 で ある 。 Ma Ti Lib PAE 
MO PRR D_LRICMET SBOSLE CS ), COMICH TB MRO - 


1) 高橋 純一 , Faw AB SRK, PER OS G1 2 He, oF AA 8 年 1 “2 


. BBR 
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移動 も 可能 で あり , WEL KT ZT ALER se OR LCT vee 
RLASYOCHS, COMMA DMR UN LPM MB LTTE 
ー れ る 場合 , そ の 隆 昇 度 の 大 大 な る に 従 つ て ヵ オ リン 化 が 大 規模 と な り , 且 つ 完 
4a LIL DPECH So 

ee ern rn 
ISH AE TS 時 , HOME AM ICHOP LR HMOME CHT 
ZMLBTSZGNE L, 然し と の 隆 昇 と 沈降 と は 時 間 的 に は 同時 で な か つ 
た 事 は 勿論 で ある 。 Bb (AICKE OA RIGS, 地 毅 の 媛 動 が 周 律 的 に 


行 奈 施 だ の で あら 300 ML CHR LB 0D As RGR, HE -REASHR RHE Ica ¢ PR 


Fea, BEIEPRMEMRREIC RN SBF IC, AICHE BEAK ITS 
許 り で な く , ま た ヵ オ リン 生成 も 停止 する に 至る 可 き で あら う 。 

7 HUSH HE LAE RU FV VY BOAR LAER RAICH TS OS 
が 解 か る 。 RSS 北海 道 樺太 の 炭田 に 耐火 粘 凸 の 共存 し な い 原 因 の 一 部 も 
これ で よる も の で あう 。 


HRICEETT & LIALSRREO FR LOMECD 3. TORE 


(Me SOIC NSE OM, WA CHD ZOATH OCT, Varve 現 
RYURSAA LOH. COMBE (HERERO PRA toe 
FLAW CS BAS) BARNBWVACHS LAS-BWORbHNS oi 
D, COPECO HE PKR CMTS CHS. RS ICAH ERIK 
態 に 於 て ヴァ ル ヴ 的 堆積 を な す 事 は 前 逃 の 通り で ある 。 

と の 矛盾 は , FAL OUR ERICH CT, TOKE ORAT ITS 
DSHS ARKEIC DOPE LO LMETMIE, AAC THI SBAWARS. wipe 
OER CHAT, 電解 質 の 存在 に 於 て は 本 粘 士 も 比較 的 符 激 な 無 層 理 堆積 を 
な す 弁 は 上 の 想定 に 一 致す る 。 

A i の 根 原 

ER 

Be ( 厚 さ 14.4m) 内 に 浸出 する 。 その 現場 は 保安 の た め に 閉 針 さ れ 


ree i ; : | : \ i 
#227 DR Denes ar Be 本 191(15) 


( 賞 際 上 に は 重 質 原 油 で ある 吉 2 Fy MMIC LED ICKETHS), その 


PRE HEART SOA RECS 2B, BS CWO SAIC LTHOW 


WROBEL, WITLI S BO & Ha NAHE TH 
油 砂 の 如く 比較 的 一 自 に 合 油 する も ゃ も の で は な い 。 印 も 石油 は 上 記 砂 岩内 に 
局部 的 に 分 布 す る も の で ある 。, : 
と の 石油 は 上 逃 の 如 ぐ , COE BNA ES ie SHHICH TF SICH 
ら な い が , 然 し 今日 衛 の 概 略 試験 の 結果 に ょ つて も , SHAN AMER 


の も の で な く 、「 右 導 系 」 の 原油 で ある 事 は 明白 で ある 。 | 


MIC COMMOMMLBRALAZ LBS SERA RICKE SEBEL 


、 す る も の で ある 。 MUCHRAMIEAMIC 5% 以上 の 館 油 を 含む の わ み なら 


Do, PRE ( 源 青 頁岩 ) も また 2% 以上 の 錠 油 分 を 含む 事 は 上 逃 の 通り で 
ある 。 

SR LWIA A Cb SY, ARES PRM LOAM, BL Id 
ZICTEPEE SMC LS LOA MIRAE ET EE TH SM, 今日 迄 の 
所 で は その 存在 が 知ら れ て 居 な い 。 ツ | 

— FICK CERO BIR t OB ASE ROBO MET 3 SY 
に に 分布 す る と と は , 一 般 油 田 の 場合 と 同様 で あり , TOBA LOSE 
部 へ 移動 集中 し た る か の 癌 を 量 す る 。 然 し も LAMM OM DEAT 
ZX OBR ICYYS.C “lateral'” migration を 行 つ た も % も の と すれ ば , そ の 移動 
通過 し た る 其 中 の 部 分 に も 多少 の 石油 の 聞 跡 を 残す を 普通 と する が , HE 
は 上 記 の 如く 看 油 の 分 布 は 局部 的 に 限ら れる も の で ある 。 語 し て 唐松 の 原 
Halt LORNA BO Bisse Ste BB It, その 移動 が 甚だ 近 距 離 で ある つた 事 
を 示す も の で ある 。 : 

Oe MAT, HAR MORM, TOBLENSWRO EPRICE 
BRED SEGABE CHS 6A LRA MICETS. ML CHMOR MS 
NRAWHEO FHICY, BA 0.15m AHO2GORKE, 及び 同様 な る 
厚 さ の 湊 青 頁岩 選 の 此 居 が あり , これら の 試料 は 試験 を 行 ふ に 至 つて 居 な 
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ム が が , 大 出 に 於 て 同様 な る 性 質 を 示す も の で ある 。 

炊 に 此 種 の 石 江 乃至 頁岩 が 原油 の 根源 な り と 優 定 す る 場合 , MMIC LT 
天然 諸 館 作 用 が 行 は れ た か で 問題 で ある 。 COMMBR, MEU DO 
油 を 生ずる が ため に は , 少く と も 400°~500°C 1cMM SMB LATS. 
基 の 如き は 火成岩 の 導入 り , 又は 断層 や” CLOTHS Me BWA ET S 
DS, FPR ICA Kika hb FLARES ICL EOFS ASEM CERRY, 

PR LHF ICES 3 EM SL SL, FF A HD BA SUEIC HSC Ik RE DE 
“BENE (mechanical flow) OWA Lv, RICH RA HAO on 
(jg38m (Staukuppe) CH), ZOHNAMADMICMEREAL, MPS 


be an 


HOO LD ZW EERUCHS. HICHMO AIL AD 2 Hh HA 。 


CLOCK AMMA IL IL7e4 OL AMET ST LAMHWAE I, 

RHR ARIE, ROSAS CHEATER Aa PSA SB, kK ea Re IC 
LOCK RUM LOD, 所 調 石 油 を 生ずる 寅 例 は 必ず し も ゃ 称 れ で な い 。 2 
考 の 閲 る 所 で は 滴 洲 の 皇 新 , ジ ャ ライ フー ル 等 の 所 調 右 油 % COMBICBRT 
る も ゃ の と 思 は れる 。 然 し 匠 くく の 如 くし て 僕 億 ある 河 田 の 形成 され た 寅 例 は 
未だ 認め られ て 居 な い 。 こ と れ は 石油 と 石 交 と は その 原 質 , 生成 機巧 を 異 に 
する の みな ら ず , WHR, オイ ル シ ェ エー ルル 等 の 天然 遂 鯛 の 起 る 場合 ) その 原 
因 が 上 光 の 何れ に ょ る に も せよ , 量 的 に 制約 を うけ , 到底 現 在 の 探 油 方 法 で 
は 稼 行 に 適する が 如き 油田 を 形成 する に 足ら ち 政 で ある 。 

北海 道 樺太 に は 直己 紀 局 , KOA, 川端 作 と それ ら の 相 営 居 の ほか, 
赤岩 層 に も 所 々 に 石油 兆候 が 分 布 し , 屋 そ の 根源 を 断定 し 難い 場合 も 多い 
の で ある 。 従 つ て 今 迄 は 石油 の 区 候 は 三 紀 新 BRO (Etre A, 三 紀 
$5 HE (WEARS) (COATT SOO LHPEBIVROF, MUM IC IEA 


1) yf — , ARAMA FL KARE RO — Fe, 本 誌 第 1 EHS 6 BR; = IRAE, 樺太 
FLT ICIS % BREE Ces te fit SFT, AR ESE 6 SSS 5 BE, 


高橋 純一 , VM ERE ICH 3 2TH E © RC IC XS BEAR (FEC) 東北 
ii, APE S Hi 2 48 1~2, 


2) SR Pi, I, FMB. 


es 


= ’ { 


\ 


” | + \ 
弧 229 Eh) BE a ae 本 198(17) 


DE. BLE OWS RAM EABEN ER IC LO CHE L CHUN 2 HAR 
CAPES BRP, IL AOKI SAO ICRI L, ELSES TVR 
RAFI CBMENL SLO LFS AX LBORBTH 3, ] 
白 程 紀 層 の 石油 兆候 は 微 器 で は ある が 独自 的 な 性 次 を 有する も の で ある 
事 は 南 樺 太 に 於 て る 認 % 得 られ る (を < れ に 氷 て は 別に 報告 する 湖 定 で ある )。 
KITE O BIE LBM EARL AT SL OCHS MIE, EASIER 
FZRHOMPDS LHL ZECHAB, ERRVORML COME 
CHETSLO CHS, (ALTO [HWE] RSL, BRBKO 。 
油 で あり , 眞 の 石油 で は 無い 事 も 上 逃 の 通り CHS, COMI, HAD S 
石油 沙 候 の 「 石 油 」 試 料 が 橋 ね 微量 で あつ て 和 制 別 試 険 を な す 事 が 不能 で あ 
DH, 及び 多少 の 量 が 控 取 され な 場合 に 於 て も , 地表 赴 頭 の 場合 に は 風 ・ 
[BBB IC b BBLO Pe MEIC T ORME HF St LMT 
あつ た 公 め で ある 。 ae 
KCBS ST LE, WS BREST AE (A LAT ICM Fe 
HEL ERBURCIL) 形成 され る 以上 , PORE LIC BRET 3 LORE こ 
CHHTS CL RMIECHS RACES, WA GRARO LBRO 
PEICICRE tA t 2A. CIC ARDS 3 HOLA, RBORA 
に 少く な い 。 MHOMEBS, TORMOURE MRT ST LBAMTSH D, 
GRRRO EI LEO Bike BE LHR, 重大 な る 錯誤 に 陥 つた 例 ゃ 
生ずる 護 で あろ 。 か る 祥 例 は その 敷 決 し て 少く な い が , と まい に は 天 監 ポ 
yan eyXO—-WEBG CELLS. COBMICIAEOTHA 
DkGeDTILIL, Z OPREE } WO KICHE LIAS, AIIMRE AT IS AE 
DE EDED FIC LICR ORAL SCE 2 BEE BN Le (cS 
pote, ! 

PLEO. ERMESTICRG 3 ASE Se Old, BE WRO We 
pid AAS IE &, MBNIC A BIB ROMUREE, 
+ LBRO HICH LTY, 多く の 未 吹 を 含む も の で ある 。 
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= #9 
(I) BEALE Fe ze l (ICE RIE) & Aerie (ECR) と は 居 位 的 に も 


Hb THELEN IC % PA BEBLME Te S BAER ICIS CIES SIR, FASERL, DAI, Wh 


AEH, 川端 GSB) 訂 等 の 各層 位 に 分 布 す る 所 調 石 油 兆 候 の 性 質 及 び 根 源 
CHES. ORNS 0, KRicKREAO [ih] iRGRLUCROBI 
で ある か , MAROAMCHOCELZLHERT SKE L DOBMICLS 
も ゃ も の で 無い か 等 の 問題 が 未 解 決 で あつ た 。 

(2) JRMRSIO Ath 問題 は 上 の 問題 の 解決 上 重要 な 材料 を 提供 する 
LOCH), 殊 に その 「 石 油 」 の 量 が 上 比較 的 に 豊富 で その 性 質 の 検定 が 出 
A, S7ehtwHic £ DARDS RICH SLASBMCHERT AH ALO 
で ある 。 

(3) FRAIL RIAA kD KS FRE AL, i 
Fe DNTP BS CHR GAL, APIS ICH= PHUOMK CHOWBREN ICR 
潤し ; Beh J MBHIIC BASE Sd CHE AE TS S BS, PRO AB 5 SO EB 
に 著しい v。 

(4) 含 油 砂層 は 比較 的 薄く , そ の 上 下 に は 厚 き 砂 質 頁 岩 乃 至 頁岩 , 及び 石 
FEDS L, TNS ON BROWEIL A IICH ST 4 BBPEAE< , 且つ 所 
a [Aw] COLOMAMOBASBSA CRARBMIC lt [Rah ARRAN S 
所 調 非 移動 性 GEER Ah) RSL, [Ah CRRA CAR 
され た も の と 認め られ る も の で ある 。 


(5) この 石油 な る も の は 180°C ORI 2%, 180~200°C 14.6%, » 


200~300°C la 30% で , 300°C Li EME HHI 60% 以上 に 達 し 石 由 分 に 富 
み 10°C Cle KE AL, 分 錠 曲 線 に 於 て 石油 性 原油 と 異 る の みな ら ず , Ai 
RAO th & AR (LBW BT So 

(6) BL SoWAR LRAT SBRAOREE BRT, Lope 
ATH & ELE BB AE TS PANIES RIES ME ERE 38.5 ~ 43%, 
大 分 7~I06; 水 分 を 除外 せる 揮 弱 成分 35~4 ェ 6; ター ル 油 は 5~12% ic 
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BT 5. PRE (CUA), DEE) 240.2% ORM eEL, TB 


の 性 質 は 上 の 石油 」 に 類似 する 。 

(7) ELOBAL BM OBMKS LOK, REA IC BANC AR 

SAL 7c HP GMEOMICS b, LOBBALLRBT2ZARIUSARE 
DTPA A RC S65 ERR ICE Lie. 
8) RLARALAAA HORM S OWE mRansrewlcit, LE 
400°C (CHAT SBAMECHS, COrAXSK-OMMlL, HBEHO 
Hib, COMMEHR (Staukuppe) ko HQOM 2H b, ASH 
BARC XS Jes TBH 7x KIRBCGR CHET 2 BASHA EF, 


(9) Di boiiiiiald , BF ICALUSERER IC INS 3 BIE, BR EAA IO BAR 


を 解決 す 可 き 材 料 を 提供 する の みな ら ず , RICH CHB MABEL 
oA] =P BPOMBICKL, 所 調 崇 素 比 (carbon ratio) と は 別個 の 制定 根 
BERETS LOCH), POMS Nc EH, LEO Bh 
問題 に も 大 な る 示唆 を 興 へ る も の と 信ずる 。 ig 

(zo) REANIM (4) y), PELE PEAS ods, EH 


PAORMICLZE ARVELERTT EBRTHS. BRL DAY . 


ジン と は 成因 的 に 必然 的 開 係 が ある か , OLOV EFM (MMIC HM IC kD 
RAL PORALEM, DEOMBVSEN SCH 2S. 

(11) IRB ICMBRSO =RREO FRAIL ROSA 
: の 結果 , MLOLRAMR DAVY LORS BAD LBRO. RUM 
Ait Toi} KET H ik, その 出火 度 は S.K. 26 FCF hv, ZLRS 


する 砂 質 頁岩 に も 多少 の ヵ オ リン が 含ま れ て 居る が , そ の 量 は な 少く, 従 つ て . 


WRX BES S. KK. 16426 HOR ICRUILT SB, その 耐火 席 の 高低 は ヵ カオ リン 

の 含量 の 多少 と ょ く 一 残 し た 結果 を 示し て 居る 。 
(r2) BRIA BAY YOLROBNE LCBO WR e Mew 
Jt ZN 


FSB. BARA DSS ¢ EASE (Una BAG) Bet IC 
は 適 営 な 分 散 度 に 達し , BEE EERIE (aluminosilicate) & 4% L CHEER, 


1 
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鐵 分 等 を ゲル の 形 で 運び 去り , カオ リン を 残留 する 。 然 し 更に 分 散 度 が 高 
CIETY ILD MES CALDER RES. OBB 
fi RANI ERIC LOT WT yy VEBLABOA REBEL LOTS 
Do 

(13) 10 ¢ PRAM TA2e & HURAIWEEE Lk Dy OSE E> A 
OEBSACAS SB, THK CAEPCH UV, Bb AEE EN S 
AAV VRLAT ZH SU PEOPLES ZT LPMETHS. 

(14) 然し 原 岩 が あり , 誰 植 酸 の 活動 條 件 が あつ て ゃ も, な ほ カ オリ ン が 生 
成 さ れ な い 場 合 が あぁ る 。 腐植 酸 は 石 災 廊 LAGI Stab, を の 
FRO BOBULICHOTZICBAL, 之 を 骨 し て ヵ オ リン (RIB) 
を 残 劉 し て 東 酸 及び 鐵 分 を 運び 去り , HOE AK MEICHET MILE FT ICH 
び 鐵 分 を 沈 小 する も の で ある 。 従 つて 石 妊 層 の 生成 江 時 及 びそ の 以後 に 於 
ける 地形 的 誠 態 及び 地 如 の 昇降 運動 に よる 地下 水窪 面 の 位置 と その 毅 化 と 
が , ヵ オリ ン (RUPE) 生成 に 重大 な 開 係 を 有する も の ゐ で ある 。 

(r5) 要する に 中 種 の 作用 は 府 植 酸 を 含む 地下 水 競 動 の 盛ん な 部 分 に 


・ 最 も 効果 的 に な る も の で ある 吉 , 地形 的 に は 多少 高地 で あり 殊 に 崖 端 の 如 


き 場 合 , 無 候 的 に は 夢 季 雨季 の 変 代 に ょ る 地下 水準 画 の 季節 的 匂 化 の 大 な 
る 場合 , 地質 的 に は 地 此 の 隆 昇 が 沈降 より も 弧 購 的 に 大 な る 場合 等 が 最も 
適 営 で ある 。 

(16) 北海 道 樺太 の 涯 田 は 概して 御 虐 詞 至 海 成層 と 頻繁 な る 互層 を 成 し ; 
Preah Fe LEME faa (paralische Fazies) に 属し , iid» % HAO MIRAI LAS 
LPOBMMNDS. FOREICAG 2 WABARA EE LAMA NS 


「 の で ぁ る が が, BRUNKREODICHTCHLS b,.BS 1%, WH 37%, BE 


57.6%, BR 4.4% で , WBA, GRA (MBAR RED ICR BE 
kD FLA vVih RRS AY ICTR ERE SESE CH OPH ERLCES, 

(rz7) DLRISALYRE REA ORM IC ATV Y OE LV BBO. LRP 
を 廃 明 す る も の で あら う 。 な に ほ 下 般 粘 土 は 甚だ 微粒 で , ZK BIC 


ene or 
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ESN, 40 AULT RAT 3 b RIP RPERIEE RO CRS 
が , その 下 底 に は 標 式 的 な Varve 沈 積 を 生じ た 。 IRA IC FREI ¢ HE 
ICT rr RR ICC, 題 微 鏡 的 に も 比較 的 劣 激 な 堆積 性 を 示し , LOH 
結果 と 一 致し な い 。 IRB IC CORENBINIC 5% 内外 の 臣 化 ナ ト リ ッ ム を 
加 へ る と 僅か に 填 敷 時 間 で 沈 小 が 完了 し , ZOHEBURTE REL Rich 
So Wk. PHA LIL, WHEORBMO Ms HWVOUACS 0 FR ICRKOE 」 
入 を 條 つた も の か と 推定 され る 。 


以上 は 午 者 の 石油 , 石 状 の 斑 床 的 闘 係 の 在 究 の 一 端 で あり , そ の 爾 用 の 大 部 は 交 
RAABSRERICLEtOCHS, 北海 道 工業 試験 場 技師 根本 忠 守 田 士 は 汐 ん で 
FiO (BSH, DKERBRE DB INK, EXERT ACALAARRTO 
hic DEBS LARERACHS, MECHEL RHTS. 


ーー 


HBAKA, 和 角 石 陰 - 陽 起 石 系 及び カミ ング 角 装 石 - 
FVYLFLANBRICRGSHBE-BARKS Ste 


Variations in chemical composition and optic 


properties in some amphiboles 


2B + Fh f A se RR (S. Taneda) 


I #@ = 
THB AAP iat wit Vy TANG-7) 47 HEGRE OMICA 
混和 遍 域 の 存する 事 は 敗 に 注意 され て ゐる 所 で ある が , 稀 に 無色 乃至 淡色 
の 思 欠 角 関 石 で 光 盛 性 上 普通 角 関 石 と カミ ング 角 関 石 と の 中 間 に 位 する る ゃ 
の が , HA ae a sy TRACKER L CHEM TSB bMON CHS, 
そし て , ZBMBO PMR ZRRTSRIOLBASNIAM HSS SIC 


HE boo 
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FEICHEK Ik, HUBS OPT OME RLY (CaSiO。, MgSiO, 及び FeSiO,) 
2S, HO BUBas 5 AMEE SID BER LIA, ABCA, 更に 多く の 
ZEB IRICAIL CHIBN L, LIUMER OME Lv 8 ols Tid ee, 
Hv TANF VASA CIMT, RICE ET ALAED HIT 
位 す る る の が 成分 上 る 中間 に 属す る と し て ( 或 る 條 件 の 下 で 生成 され る と 
METS), 其 の 交 石 成分 を 推定 し じ 得 る が 如何 , と 言 ふ 問題 を 考察 し た い 。 

BS, 先 づ 普通 角 半 石 , カミ ング 角 関 石 - グ リュ ネル ANBRAVEAN 
石 - 陽 起 石 系 に 就 い て , FEO RA, BEG Sy cE Et OBA RE 
oN, 更に 現在 瑠 料 の 無い 所 調 不 混和 孔 域 の 推定 を も 試み 得る 角 化 園 を 作成 
し て 見 た の で ある 。 RICE UTHROM“KEL H3.. 

ll ABA 

ェ 所 調 普 通 角 関 石 (及び 小 敷 の へ ぇ テン グ ス 石 ) OBF 48 HIT HEC, 
# FeO”) /(MgO+ #8 FeO) 比 の 塔 大 に 任 つ て , RI, 光 輌 角 , CaO, Al,O5} 
TiO,, Alkalis, H,O(+—), 及び Fe,0,(FeO 2 し て )/ 弧 FeO 比 等 が 如何 
CECT SDOEARL CHS cK Le, ZIBICAAS Kis POF 
の 丈 に 就 い て 示し た 園 と は 僅か な が ら 一 致し な い 所 も ある が 9, 一 般 の 普通 
角 関 石 ( 匂 成 岩 中 の も の , 火成岩 中 の も の を 通じ て ) に 適用 され 得る も の で 
ある 。 

2 SVSMIC LOT, PAD b HR FeO/(MgO-+ ## FeO) 比 を 知る と 共 
ic, CaO, Al20。, HOMO THEE LIB SECS SA, (x ORF ICH 
て 見 る と , PSO hid 56 OBR SLO S 0, PRE EELL 
Cit FeO/MgO thick DCH WS IVSAS, TiO。; Fe,0, 大 の 他 の 値 に も 
開 係 す る 事 が 明か で ある 。 それ 等 の 影響 を 松 べ る と , TiO。, Fe。0。, Al,O; 

1) "筆者 ; AREEHS 29 4S 5 3 gE SO, 

2) Rect, APM CHRMORTRA DARTS, 透 角 関 石 - 陽 起 石 系 , カミ ン 
TRAB-TV2 AA BAARICMY T 3 ARR 

3) FeO+Fe,0.(FeO &LT)+Mn0. 


4) ZAHBLLCHCRROKLKKBHOLO VARA Bcf SL 90th 
らち う 。 
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第 誰 
RE RT 
i 
| NR 
02 - ト = こ = 1 otal Fe 0 | eS 


1 Loh oh ae 


Mg0 20 40 wt.% 60 Pe(Mn)O 
MAPA (及び へ ~ ぇ ステ イン グ ゲス 石 ) の FeO/(FeO+MgO) Br kk 3 
Kic PS AGA, Jets, Al。O0。, CaO, TiO。, Fe。O。/FeO (Total), H。O 

RUT NAY ORBLE RTS ‘ 
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| IE RYRE HSA, CaO, Alkalis, HO 等 は それ を 低め る 事 が 考 へ 
られ る 。 それ 等 の 》 CRIT RE, Sw IML LCAMAO INC He 
定 さ れる 。 , 

TiO,: 1% に 就き 約 0.005 の 割合 で 高め る 。 (AL, HHL) BU 

1% WhICKhS EmMEVBE RAK, 印 ち 基準 より 1% 多い も の る も , 

1.5% 多い も の る も 約 0.005 高め , 基準 値 よ り 1% 少 て も の は 約 0.005 低 

め ‘ 

Al,O3 : FeOgo 位 迄 は 1% に 就き 0.001 程度 高め る が , TILL Y FeO 分 

の 増大 に 伴 つ て 作用 療 し く な り FeOygo で は 0.003 位 高 め る 。 

Fe,O; : 0.1{Fe,0,(FeO と LT) / 線 FeO} 位 の 割合 で 高め る 。 但し} 

内 は 基準 値 と の 差 。 谷 基 準 人 と の 差 閉 大 な る 時 は 影響 更に 著しい 。 

CaO: FeOs。 位 迄 は 1% に 就き 0.0005 位 低 め る が , FeO 分 が 塔 大 する 

と 作用 装 し く , FeOg で 0.002, FeOjoo で 0.003 程度 低め る 。 / 

Alkalis : 1% に 就き 0.001 J» 0.002 低め る る 。 そし て FeO 分 の 大 い 

、 方 で 作用 も 大 v。 
HO: 1% に 就き 約 0.0005 低め る 。 
FP: 相 営 著しく 低め る も % も の で ある が 目下 の 問題 外 と し て 量 く 。 
IO Ft TEIE BLIC ( * OKRA OF BOA ICHHRT SOC 
KK, それ 等 の 分 子 或 は イオ ン と し て 結晶 構造 上 占め る 位置 に 支配 さ 
れる 所 も 大 いと 考 へ られ る の で , LOHR (ASA) We OMMEz VBE RE 
TLOLLCHETNIE HSHOM FeO/(MgO 十 線 FeO) He Marz 
ORRICLOIEN, と 言 ふ 可 き で あら 5, 

3. KIC * DAN OAR & HH LC = fae CaSiO,-MgSiO,— 
FeSiO。 AICBas L, (RIS (y) OS LIB & SESS LC HBR AB, 3H 
WAN AICHKY Tk CaSiO。 に 逐 し いも の は ア が 高い が , へ ステ ング ス 
石 よ り の 方 で は 却 つ て 低い と いふ 傾向 が 認め られ る 。 
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Hornblende ° © 


ya AR gd, 


6 


McS105 Wt .% 


ape 
MBVBAN ACM AKT, (EL S27 77% —-MICR RL THB )o- 
ヽ MARIS SEMA DTAE (7) 曲線 。 


| 
III カミ ング 角 隊 石 - ゲ グリ ユネ ル 角 際 石 系 
ヵ ミ ング 角 関 石 - グ リュ エネル 角 関 石 系 に 就 い て , 弧 FeO/(MgO 十 sa Fe0) 
Ee RABEL OMURE INS LAR BUIC ILS SAS, やはり 前 者 の 増大 に 
[RO CRE LAT SHAS, CaO の 影響 は 確定 的 で な らい が , グ リー ニ ネ 
nv (SPI CIRC), カミ ング 角 関 石 で は 却 つ て 高め る 事 が 察知 さ 
れる 。 


i 


gSi05, (ttn ) S403 


AM G-PHES, 直 関 石 及び カミ ング AB B-7) 227 AN BROME 
Rr. MALEATE (y) Ma HAMA ALLO, KBr, 
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FRC, PRG RSS & SEH LC = fQB ie] CaSiO,-MgSi0,-FesiO; IcRiz L, 
EZ (>) OS LUCHA C 第 参 園 に 示し た 。 同 賠 に は 直 関 石 , ZAM 
石 - 陽 起 石 系 の も の も 一 緒 に 示 し て ある ”。 

IV @ERMA-0S YS RNA-F YLANG (RS) ICT 

PRAIA IC CIB AGL a sy 7 fA LEO PHICHTS % 

の が , 果 し て Al20。 を 適 営 量 含ん も で ゐる か 如何 は 明 察 され な い 。 CHI, HE 

づ 試 み に , 先 に 求め た 普通 角 阿 石 の 彫 と WinchellOM E ME Lrefz Ic 

ょ つて 作成 し た クツ ペル 角 半 石 - グ リキ ネル FAR BRO = fF lal C Pe 
第 四 國 


I. 


Casi0, 


gsi 0; Fe Sid; ~ 


L1g8i 0; ‘ Fes 

bil WisNat 797 AAA-FIY= 47 GHAR o yRUL2VO 
FASE LV BE LARC RE L 7 filo 
普通 角 阿 石 は 筆者 の 定め あ た も ゃ の, タッ ペル 角 関 石 - グ リュ ネル 角 関 石 系 は 
Winchell fia] & i) Hath L te hic FES , 

Tid 透 角 阿 石 - 陽 起 石 系 と クッ ペル 角 関 石 - ゲ グリ ュ = ネル AO 
び 2V OFSEL OR & ARCHERY LR Ie, PS Rental tas 
Winchell © ja £ WHASEL ke fic HE, 


1) Saxén 記載 の CaO に 富む griinerite 一 個 の デー ター は 小島 天児 氏 を 類 は Be 
CHN THO, 
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の 光 皿 性 上 相 土 應 する 台 を 連結 し て 第 四 彫 (上 ) を 作成 し た 。 KIC ¢ 
Winchell の 園 よ り 換 算 し た 値 に ょ つて , 透 角 関 石 - 陽 起 石 系 の それ と か ら 
第 四 彫 ( 下 ) を 得 た 。 硬 者 は 著しく 相 異 し て ゐる と 言 ふ 可 き で あら う 。 

2. SERN AREAAICHY TC, 普通 角 関 石 や ヵ ゎ ミ ング 角 図 石 - ゲ グリ = 
ネル ANBROGE £ ME HH FeO /(MgO-+ #8 FeO) Let RRBeLo th 
DX) + OBR Et L7e %, = fa Bil CaSiO;-MgSiO,-FeSiO Ic Bhs L 
て 第 参 彫 を 得 た 。 Zid, 普通 角 関 石 と カミ ング 角 関 石 の 中 間 部 は Al,O5 
を あま り 問 題 に し な いで 載 石 成分 を 推定 し て 可 い 事 が 知ら れる 。 ‘ 

3. RM ROSS Ck CT, 普通 角 関 石 - カ ミン グ 角 了 関 石 - ゲ グリ ネネ 
7 fA (ER) OIC HEE RBA LIe ERK Le. MSRAMCS 
So MLABICH nC, JANA RT (CHE ROC, PTE 


Ss 五 fl 
CaSivs 


ae 


Va 
; x : 


z SE fons 
Kk emposition and 
Aas に Ee in the i 
“hornblende - -cuwnmingtonite- A py cy 
@ruaerite system? 


LEO 
ORIN A 


Wes eas 
Ss ys 
RW NG = wot LWA a 


MgSi0s iS Sn oo Fe(vin)SiOs 


HH 


EGP B-2 Sy TANT) = RPL ARIS INO 3 REE 
ie Eo 
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it STA HbR 2 ES a Hh (H-H 線 ) CDE HOBA RK RHETT S 
方 が 好い 。 

政 に 注意 し 度 い の は 火山 岩 中 の 普通 角 関 石 で ある 。 Be Z Ich Cte 
BAO CH S¢S, WOME THLE C LA RPROMIES 2 LORS 
く , HOT HKIC KWH HO FL OME TC HSM 及び 第 五 賠 を 利用 する に 
Vk, #J 0.003 程度 差引 いた の 値 を 適用 する 方 が 好い と 老 へ られ る の で あ 
SY, ZIkBicHe C OBE & —FEIC HAM, Fe。0。 を 皆 FeO と する 事 K, 
主として 字 因 する も の か る も 知れ な い 。 

Von 結 。 

HANA Las y TANAOMO HEME RAGHHNO LOCHSS—P 
I é SSA OC, TEA NBO HRD JES EA LO 
eke bre, KORA, BANA BRAR, 22-7 fARA-7 リ 
2 AN ANA RICBEN CT, KR * fd FEO/(MgO+ #8 FeO) Het tBEIEO Hh 
LOBAR x bh, KIC BK £ HSMEL OBR BN LO, 427 ARG 
tana pimple AlO, LALTCHBICANBZVCLPVSELE 
ORS RPE SDIG-2 SY 7 HE-7 ) > Ar BIG RO KBE- 

RAK 5p BE Lil & ER L7e0 seine ese ON bi, 
Al,O3, Alkalis, CaO, H,O, RU F OMPARIC RIE THE BBs 
eo (Ju Oy 


正 Be 


55 29 ES SEH RF eR RNG RU BRO AL (LO 成分 と 
OBI RIC RVs TC” HAO) ERT, 


MA 7 we 正 

107 FeV 10 F. Becke A. Marchet 

109 » 1 火成岩 火山 岩 

113 13 FeO/(FeO+ MgO)? FeO/(FeO+MgoO)?) 
114 ” vi Crout Grout 


1) Bic bak ee (HES: AE), MEME LAT SBA lt KD bo %—Hy 
火成岩 中 の も の と 同様 に 取扱 つて 大 過 な い 。 
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re 


評 論 ae 


ポ ボー ウェ ン 氏 の 斑 質 石 放 岩 及び 苦 次 岩 の 順 進 匂 成 作用 論 J( 投 護 ) 
Progressive metamorphism of silicious limestone and ; 
dolomite by N. L. Bowen 


Behe ty A we (T. Takéuti) 


Bowen 2c WB A+ EEO BIC BRE AO BRE MARES 3S ICHEO, BEL 
FSMELVU ENCORE L TOMMRD OMAR OM(LE LER L LRaKS 

& OMANI EE ILRAICH TC RBK PAS bd 5 REE RAVE RIC EMER 
Ta < DB aa NOTRE OSB (RO OL o> b HEPES HED C—OOMRAERTKEO CHOOT, 
SR EAIC BS SAR LGR AHS ABIO—TD CHS LEA 4bNS, BB 
利 を 亭 攻 えら れつ ょ ぇ ある 方 は 既に 原 交 に より 知 徐 せら れ た と と ょ 思 は れる が , B 
原著 た 接する 機 倉 を 得 ら れ ざ る 多く の 創 員 の 乱 に その 主要 部 分 を 次 に 抄 謀 し 須 考 
KEL EY t BS, e 

= 

BZ WED Fic GH & HAAG ABBE LC RE Oe LC 
So ALES HERS EATS 2 EON WAHHIC RL, ERAL Oe 
NER ICBLT SZ. AGEL TILA PERIOD FAB ICN 7e RIE CH 3B RIE 
OME T S UBEIAIHEIC k DRZROCHS, Goldschmidt” は 1912 年 
ICFID CT ORMEDA NBER SILAS BA OBR ED HB ICA 2 
FE OWE 4 SHE LCR CHES CLE HHL, CaO と SiO, 


‘EX F EMRE (CaSiO。 FER) の 他 に ふる 化合物 を 作り 就 中 オル ツ See 


(Ca,SiO, ラル ナイ b) は この 見 地 よ り 最 も 重要 な も の で ある 。 Niggli® は 
1926 年 に SiO, 及び CaO & Bie 71 w Y FAERIE EOS & TEGRHY CHF 
究 し , 方 解 右 - オ ルツ 理 酸 監 の 組合 は 如何 な る 康 力 の 下 で も 方 解 石 - 石 英 


1) Jour. Geol.; 48, 225~274, 1940. 
2) V.M.Goldschmidt, “Die Gesetze der Gesteinsmetamorphose’’, Vid-Selsk. 


Skr. I Math.-Naturv. KL, No. 22, 1912. 


3) P. Niggli. Zeit. f. anorg. Chemie, 98, 305, 1916. 
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又は 方 解 石 - 球 放 石 組合 せよ りゃ も 高温 に 於 て 安定 で ある と 結論 し た 。 HE 
OMRVEIC T OBMRE BAT Se Le Ca-7 7 V ERED HICH 
見 され る ま で は 明らか に な ら な か つた が , Tilley に ょ り Scawt Hill icp 
CEMBBMAN, TOMO BRE DIAC Hb i OA eA 
する と と が 指摘 を られ , Niggli OMPOA AMEN ICH T 2 EEO 
一 指標 と な つた た 。 

Hi OM LU CEA KAD SERVED BER & BE IC BL Ck 2 PRE 
DSc LAMARSMIChO?e, CL CHHAHKAO LICHHADAIC 8 fA 
AHMEMILE NS. 2 OBA ICHS S70 WICKET IA Eskola® (c 
ょ り 規 定 す られ た 西部 Massachusetts MERE (BEILEE(L) ~ TRY TAR 
HOSPICE TO 4 つの 段階 を 想起 すれ ば 充分 で あら 3 ぅ 。 即 ち 注 度 の 
上 昇 に 従 ひ 順 次 に 石英 - 石 克 岩 , BS-AC, BURCH OER 
B-BREO 4 ERECHOTe, 倍 と の 他 に Niggli3, Tilley) 其他 に ょ より 
Eskola の 論じ た 何れ の 組合 せよ り 高 度 の マグ ネシア BIER D 
の と し て , モン テイ セラ イト 組合 せ (monticellite assemblages) が 認め ら 
れ て 居る 。 WLES TOM BAOR REN OB MIC HAT 3 in) 知識 は , 
例 へ ば Goldschmidt OMFOREICRHD BICEIL Clk 非常 に 詳細 な 取扱 が 
ある に る 拘ら ず , SKE NOME Pe BN S BERR EO Bees (upon the pro- 
gressive character of the metamorphism, in other words, upon degree 
or grade of metamorphism) % 44357 SEVMICHT ERNIE ARIE 
充分 に 行 は れ て 居 な い 。 本 論 六 は 匠 く の 如 き 組 織 的 研究 を 満 え さん と する 一 
つの 試み で ある 。 


\ 


1) €.E. Tilley, Min. Mag., 22, 86, 1929. 

2) P. Eskola, ‘‘On contact phenomena between gneiss and limestone in 
Western Massachusetts’’, Jour. Geol., 80, 283, 1922. 

3) U.Grubenmann and P. Niggli, Die Gesteinsmetamorphose, I, 383, 1924. 

4) C.E. Tilley, “Contact metamorphic assemblage in the system CaO- 
MgO-Al1,0,-SiO,”, Geol. Mag., 62, 366, 1925. 
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RARE OND LER 
TRG EBL VD BRBEAF 3 LMIEKONTAT & LABHIHS. 
CaCO,+Si0, = CaSiO,+C0, (A) 


方 解 石 BRE HRA 

この 化 加 反 應 系 の 相 律 的 開 係 は 炊 の 如く で ある 。 

P = phase (#4) = 4, C =component (p45) = 3 

F=degree of freedom ( YE) =C+2—F=1 (univariant 33) 
BU BA LIEN (CO, ©) が 興 へ られ な た な ら , とれ 等 4 つの 相 が 平衡 を 保ち つ 
\ 夫 存する 倉 の 温度 は ー つ に 決 る 。 そ れ 故 礎 力 と 温度 を 座標 と すれ ば 4 相 
が 下 衡 を 保つ 去 の 万 力 - 温 度 曲 線 を 書く と と が 出來 , 第 一 園 に 示さ れる 如く 
ZORIC k ) EWR (divariant equilibrium) © 2 つの 鹿 域 に 分 は 
る と と が 出來 る 。 GRA BKGEMOM CHAE L CO, ebiltic 
BUG ASVWHCHS, そし て 低 況 側 に 於 て は 方 解 石 と 石英 と 共に 球 次 石 或 
は CO。 の 何れ か ー つ の 存在 が 可能 で , ATMA ICRA ClLEERA L CO, の 他 
に 方 解 石 或 は 石英 の 何れ か ー つ が 存在 し 得る 。 換 言 す れ ば 上 有 逃 の 4 つの 相 


ょ り 同 時 に 3 相 を 撮 ぶ 4 種 の 組合 せ が 可 能 と な り , その 中 2 種 は 低 渡 の 組 | ‘ 


合せ で 他 の 2 MIL ROMAt TC, 即ち 次 の 如く で ある 。 
a) ARR + B+ EKA 
b) 方 解 石 十 石英 +CO; 
c) HRGA+CO,+ A | Pin 
高温 
d) SEKA+CO,+ Aha 
LORRI SM ICRENSM CH2. DHRBROBREHIIC 
Aric HOT, WE ROM AAS Mm BABI UBER < FRAIL A CH OG 
EEATHS. BLCOMS BIB CHEBLATIUE, SULT IK 
熊 は 水平 直線 mn ICYD CHL, n ME CAMO BIL DME AS D 
CHEF SLC ORIERIC(EN TS SRI LSE LAK KD, CO。 MAS 
APS EHICHKARARES NS. SER —5EL CIES IRD TO 4 相 が 共 
AE LAGS ELBE Cb 2 WIC LDL AE OD MALE BRO— Dw 


\ a i 


“( Be LS Pte Nae 2 Ve Ey one 
f Bic a 
he endl 


“y 
’ 


本 208(32) rr? Ce. | ee © 
第 一 園 WAT SE CCOMES n BME 

] し な い 。 さ そし て 備 油 春物 の 何れ か 

| OIRO ORMEAKET L 

| た 時 , Yt RASH IR— SEC BAVIZ, 

4 Calcite Wollastenite 温度 は mn GRO TC IC ba 
Quarts 1605 る 。 一 般 に CO, の 休部 或 は 殆 ん ど 


oe + sg soba wT LC OBLY aH する 故に 生 
| co, Calcite” 
に 


BOILER TR ABORT, 他 に 源 岩 石 

中 に 含有 せら れ た 石英 と 方 解 石 の 

中 , 量 の 多 か つ た も の が 残存 する 。 

匠 く の 如き 系 の 化 學 的 開 係 の 或 る 部 分 は 三成 分 系 を 三角 座標 に 示す 成分 

園 の 助け に 依 つ て 最も よく 現 は すこ と と が 出來 る 。 第 二 園 は CaO, CO, & 
s = 園 


び SiO, ERAICROK20OMTHS, MAOAAKROMAY TAH 
SiO, と CaCO; 及び CaCO; & CaSiO。 を 直線 で 結ぶ と と に ょ うり, (IB 
に 於 ける 上 有 逃 の 2 種類 の 三 相 平 衡 閣 係 を 明瞭 に 現 は すこ と と が 出來 る 。 印 ち 
佐 湿 に 於 て は 石英 と 方 解 石 は 常に 共存 し , BIRR CO, の 一 方 が 存在 
し 得る と と は 本 園 よ り 明 ら か に 訟 明 さ れる 。 交 に 師 に 逃 べ た を 如く 一 定 の 外 
康 の 下 に 漁 度 が だ が 上昇 する 場合 , 印 ち 第 一 岡 の P-T 次 態 園 の mn 線 に 洗 ふ 
畠 化 を 考察 し て 見 よう 。 そ の 場合 温度 が n BICETNAG REL GHILY 


PRET ST と は 出來 ず , 何れ か 一 方 は 消失 し な に れ ば な ら ぬ 。 印 ち 第 王 


a 
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HZ (C AS LC HAED B MN & ART WR (方 解 石 - 石 英 線 ) EIB L, FAI Ic 
示し た 様 に それ と 交叉 する EEPRA—-CO, 線 が 新た に 生ずる 。 此 等 は な 方程式 
A の 4 OP RMAC, BROMO 2 つの 相 を 結ぶ 線 と 他 の 遂 の 2 Hie 
店 ぶ 線 は 交叉 せ ね ね ば な ら ぬ こと と は 垢 く の 如き — BEAD Jv re (univariant 
reaction) (CH CIRIHI CHS, TOMMES S HPI “AE BER (crossed 
telation)” EATSERENZ. PoOMOMENICHT R/S ABIL GH 
及び 方 解 石 の 混合 物 (HURT ILS DO BARGE Sts) が P-T WER TE Be 
D EMT SMOKIES IC WIC BML CHES, CaCO,-SiO, eee SHE 
線上 で a と SiO, の 間 に あ る 任意 の 混合 物 々 は , CO, OMA EV CO, 
TAME % を 結ぶ 直線 の 延長 %#' MICMOTCTORMPEBMILT SZ, ELT 
BRIO REA RINE で 示さ れる 球 放 石 と 石英 の 混合 護 で ある 。 一 
方 a と CaCO; の 間 に 存 する 混合 物 y は 同様 に その 成分 は y^" LID, 
RAB EDIRABOE HBL IRS, 叉 a 彼 上 で 示さ れる 石英 と 方 解 石 の 混合 
IZEEARG (a') の み に 鍵 化す る と と は 勿論 で ある 。 © OIC BREE 
成 は 2 つの 三角 形 の 助 げ に より , 成分 の 奨 化 が COs HM LY WEIS mic - 
進む と と を 考 へ れ ば 容易 に 了解 出來 る 。 と の 2 つの 三角 形 を 便 家 上 三角 園 
3 (paired diagrams) 27§3723, WboBAE ) CORD ME OSREH 

met UCiezchefels (decarbonation) に ょ り 表 明 す る と と が 出來 る 。 叉 
論議 が 進む に つれ て 順 進 角 成 作用 (progressvie metamorphism) は 主 と し 
CHAE ACHR EI (progressive decarbonation) で ある と と る も live HABE 
と な つて 來 る で あら うろ 。 

S CEE BRAS MESA EH (MELEE ZR E I) OKO LREICBAE 
GLH, H—-OPEPEICH Tit CaCO, が SiO, と と れ 以 上 直接 接し て 存在 
し 得 な いと と か ら 反 應 が 起 つ た の で あつ な た 。 次 の 段階 (le) C MEDIC CHE 
Bich) ich cik CaCO, (方 解 石 ) は CaSiOg (EKA) と 相 接 し て 
は る も 早 不 安定 と な り , KODHNO MN (CRMC AFI 4 ト (spurrite, 
_ Ca,SiO,-CaCO,) & CO, を 生ずる 。 
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3 CaCO; +2 CaSiO, 2 2 Ca,SiO, - CaCO, + 2 CO, (B) 
Bea ERA Ce he Se 


MOBS ORIC 4 FIO HHA AH EKOM. CHS, 


a) Dita +teKa+ 27°94 | poe 
b) ite + sik A + CO, 

©) タプ アラ I ト CO 方 解 石 ine oe 
d)\ JR PUR COL Hiei } et Ts 


再び 低 潤 及び 高 混 の 各々 に 於 て , KUECHWOMSEE BUILT = fo BOSS 
へ られ る 。 こ と の 場合 の 低 注 の 三角 形 は 前 の 将 賠 形 ( 第 二 彫 ) の 高温 の 時 と 同 
CCHS, CO LU = Alea 45 =A ICHAT Fe, 同 園 だ の 方 解 石 - 圭 放 


ES > 
Sid 
a ® 
Awo 
SS 
が 3 
a 
が) 3 
co Cu CO, C20 Cai co, 


AERIS ATIC TIA BH L ATF 4 b-COp 線 に 代り , THO 2 DOH 
(LHGTIERAS BAR ICH So Tih -EEK GIA LIC HS SRMO RIE CO, 
を 失 ふ 結果 CO。 FAL DIERNO GM ICBMLL, 27 F4 bE AGRI x 
プラ イト - 方 解 石 の 線上 に 至る こと も 前 の 段階 の 場合 に 訟 明 し た と 同様 で 
ある 。 

EEE 2K Ar D NESE EI © Bee FO Bee AAG LIB BEASUR IC_E FL ビビ だ 場合 
(IF) CIR FIC) (CHER BAL, KOM BRBL ATIA PAWEL 
TANF 4 b (larnite Ca,SiO,) + CO, AFA, 


VasiO, + 2 COR CC O 3'Ca, SiO, CO; (C) 
SERA RPT Ab ラル ナイ ト 


4 FIO =A KOM. CHB, - 


$e 247 : a ce: ee At 211(35) 


a) SERA + READER AS RTF 
b) BER A + A7>4 + CO, } 
c) ラル フリ イト + CO, + EERE ) 
dj 2a74 + +CO,4+ 277% ¥ J 
COIR MEO BEA MAREE ART = fA WIS SU OI CHS, EA 
x 
第 


£30 Cal Co, C20 


布 - ス プラ イト 線 は 消失 し, を れ と 交叉 開 係 に ある ラル ナ テイト -CO。 PRAT 
心 に 代 る も ゃ ので, この 場合 も 腹 岩 酸 作 用 が 行 は れ 理 放 石 - ネ スプ ライ ト 線 上 に 
ある 始め の 成分 な CO。 也 よ り 直 線 的 に 遠ざかる 様 に 藤 化 し , スプ ライ トー 
PUPA LLILINS 4 b-EERAREICETS OCH 3B, 

T BABE GIT TS CT 1k BEIT EW HNN SB BEDS B 3, COREMEICH Ct 
PULIFAREPKBOLA DH REL ROKOTH SB, 岳 験 的 研究 の 結果 
で は Ca,SiO, と CaSiO。 は 高温 に 於 て 共生 せ ず に 化合 し て 3CaO・2SiO2。 © 
と な る と と が 明らか と な つて 居る 。 然し 年 ら こ と の 3:2 の 化合 物 は 天然 に 
[ER 7ERE RE BTR PA Scawt Hill ic fC Ly BH (chalk nodules) 
— & es ¢ See (netamorphic haloes) (C7 ARORA TAME 
ee 76 TO 3:2 OLR Mls COR 
(Cape (Pim Be あり , TOLER MIO Av te BABEL DE ICHIV % 
の で あら う 。 

知識 が 進 彦 する に 従 ひ 石 大 岩 の 順 進 角 成 作 川 の 三 段 階 に 開 す る 上 逮 の 論 
議 は や が て 修正 を 必要 と する か る も 知れ な い 。 然 し これ は 現在 の 知識 を 表現 
UTES ZEECH 0 LEKINOGME RIT SOCMAL < Mikinr4s., hn 
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価 な る 謙 力 の 下 で も 或 る 温度 以下 に 於 て は 方 解 石 と 石英 は 平衡 を 保ち 共存 
する と と が 出來 る , WML EARL TH EY HA LIC BS Se CHET 
Bt EWN, ATA GE ERAS LICE CHAAR, と れ よ りゃ も 
| FESIRICIS CAI D DEEL bERELB IV, WRC TILEO MEP 
tHE Pe HI BR LOR LIB BE FRE LIA PERE DIESEL TR BLOCHS SZ. HH 
BME ND AEB IE ZAR EI MEIER C & b, CaO, SiO, 及び CO, & 
TAB LTO = AAT ES IES LS SI © NIE, 共 等 の 直線 が CO, ・ 
BY MRK ICEL DS] TL DB MEMES HY Ic BRM EI (BEABEV EIB) @ MEERE 
階 を 完全 に 導出 する と と が 出來 る 。 

3 CKIC_ LORNA EME LC ICR REEL 7 RY TRE OBR 
VEVICHAEMED ES, 


ER ESRAOMED LEA 
EET ALR OMEN EPEAT BIC lt CaO-MgO- 
oo Boe 


4 

- WO: TERA DI: HA TR: AWA 
EN : DRA AK? AP USHA b TAN se Fite pink 
ME : メル ウキ テイト MO: モン テイ セラ イト . FO: Tek AE 
SPs ATI AD Cal: Fit Mag: マグ ネ サ イト 


DOL: FRA 


¥ 


oe 
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SiO, を 座 面 と し CO, EMMA TS URE Os の が 便利 で ある 。 si Nt 


heal ik € O PUT HE (Tat % BCT AE ICE CHIP TGA CH So SOR MBMIC 


ET NMICBALON HDS 任 類 の 敵 成 府中 に 知ら れ て 居る 組 て の Ca-Mg ee 
PEO RAT REAL, AT FA}, RE KO TRB ICI see ! 


SP ICHIE L7CMRICHLMN Lic, & OVUTRRE NIC IS-C HIRE ees (Bid 
MgO) © 28h EISMICH 2A x OLRM HIIC kD EEN Sx OF HOR 
係 位 置 を 考 へ る と と に より, BATA OBE REN (WEZERIE I) の 段階 は 
東 酸 堅 確 物 の 可能 な 組合 せ の 知識 に より 条 足 する と と が 必要 で は ある が , 
SEAM SLY BAA LD AMIEL Se LASHARS, 


Bie C LN HH ARE OEE REID OBES IC Ik 2 つの 碗 物 相 と CO, WH 


段階 に 於 て 生成 せら れ , 三角形 園 の CO。 隅 よ り の 線 は 各 段 階 に 於 て 生成 さ 
Ae HEWES © HEHE MAK IC HEB Len T MICHA LT SYAICK TE 
3 OOM & CO。 A ASAE HS CBE BAL, DURIRB CO, TAME 
LY DIAPER OR ST & PVE IC BEV EH (BEAM E) の 順 進 段 階 に 於 て 形 
成せ られ る 3 OOMMAIC ko MEsN s#ii (三角 形 ) と 順次 に 遭遇 す 
So. 此 等 の 三角 形 平 面 は 四面 骨 中 に 存在 する も の で , この 開 係 を 平面 園 上 
に 現 は すこ と と は 出來 な い が , CO, THY を 投影 中 心 (center of projection). 
と し て 底面 に 投影 する と こと に よう り 下 等 の 閲 係 を 最も よく 表現 する こと が 出 
KS. WK TSC LICL) SMBS GE MHF & te), CaCOs を 示す 彼 は 
CaO と 一 致し , MgCO, は MgO と 一 致し , RAE RTM ILO PHI 
に 位 す る と と に な る 。 

NAA Rom aCe. ERE: 
BAILA WEEE EM OTEER Teo b DE BUL L, 第 六 園 左 に 掲げ た 
方 解 石 , PO ROBE L VUES EM CHS. 即ち 低 源 に 於 て は 
hig, 苦 放 石 及び 石英 は 互 に 平衡 を 保ち つ ゝ 共存 し 得る と こと を 示す も の 


CHS, HUBER LATE (BASIE NO FIC) SAIL EIC RM L 


. BOICARE EN OIA (trmolite) CH 4, WLU ES BAA 


a 
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Al ER DL LOCKE SH LCE D, HERI DU TRH HAMAS Be LUE 
WR, THERM TSBICAKOSAERAT ST LAMET, TO 
教科 書 に 屋 々 見 られ る CaMgs(SiO。)。 ELTA L Leo WK Pn 
く し て 得 た 透 角 関 石 を 一 隅 と する 三角 平面 は 四面 護 中 に 於 て , COs TM & 
り 遠ざかる 場合 , 方 解 石 - 基 放 石 - 石 英 下面 に 貫い て 最初 に 遭遇 する 平面 で 
5S, WHAANAAHE KAO REMIT L SRMOARM TH %. 

その 平面 は 2 ANS BE PAPI G- AG ME TH OS BG 
ieG—AE AC, AIS 1 UTA CC TIC a Tk REO Ti 
ICL DERM EAARHARAO MW RSENS, MK CHAMARMOAK 


a 大 還 


Cal Dot 


WAL TEANA-DiRAORA ZICH YD , HIE T OUAICH T 4 ERE 
係 に ある リ 。 

AG LIBS BI DALES & (AH IC Mk TAVIS. 匂 成 作用 の Bs —Pope 
ACHES CHTIEILS RM ILKOR CHT 7 LADHACS, 


3 CaMg(COs)o + 4 SiO, = CaMg,(SiOs), + 2 CaCO。 + 4CO, (1) 
THRE BR AAA TB 


上 式 に 見 る 様 に この 系 は SMO RK E 4 個 の 成分 より 成る も る ので, 一 


RMAF HAART LOCH S, MMMTICA 2H KA-BAR HIE 
XG 


sf hj % (univarient equilibrium) で ある 。 TCOMBAICHT 4 picikk~7e 


1) CORB LICR 6 WERO BRAK OM PCA 52 EHO BRS 
が 人 役 射 され た も ゃ の で ある 。 TOOL LHMABR A-AS PH REAM AEG 
fi H-CO, FH CH So 
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場合 と 全く 同様 に , Ine SAO FICH TY 5 HMOMASIEE LS 3 BBE 
は 一 定 で , TC OBMBICH LITERAL DMD OH HO RAP UMATIC & D-H 
RAMILBRO—GAIGRT SE CHAT ZOCHSZ, | 
LARLERMCORMEMMICKT LOL THE, BA ENRBNO FE 
CRIED IED LICK CHEE LIES 5 MO 4 MMA e ROM, BO 
る こと が 出來 る 3 


b) #RA + AX + BAPA + CO, 
c) GRE + H3E+ HhkA + CO, 
d) BANA + HG + CO, + ERE Waa 
e)} BAMG+AHMA+CO,+ exe J” 


a) TRA+ AR + BANG + SHA | 


SB CHIC ERICIB MW AO AVRO (eMst lk Ca。Mgs;H。(SiO。)。 CH 
SKC OBAOMBNREA ( OM HB Cite KE TORMERO 
Bop & LCE) EL RARKORMABAEN ZO THB, 
5 CaMg (CO,), + 8SiO, + H,O = 
CasMg,H, (SiO,).+ 3 CaCO, +7 CO, (ra) 
水 の 存 在 は と の 系 の 成分 敷 を 一 つ 増 加 し て 5 と する が , HO は CO, と 
共に 一 個 の 手相 と な る も の 故 相 の 和 敷 は 増加 せ ず 依然 5 で ある 。 印 ちこ と の 系 
は 一 匂 系 (univariant) Cit *< TBR (divariant) で ある 故に , 理論 的 に 
BAILS BIO FIC ER EB (SYOA & FIC) DEBE ELIF TC 
BZ HOMEIGEL TEANEL CO, の 生成 が 始ま り そ の 温度 に 於 
て 反 應 が 終了 する も の で は な く , 反 應 の 起 る 温度 に は 範 園 が あり , 透 角 関 石 
PALIT HN BE ATED AE RT DIS IL—-BE ROAR hE. ABSIT 
Sate I O-BINH (URIB) tc SC AOS IO RDI BEAL 
ぬ の が 普通 で , 一 般 に 見 られ る 開 係 は 上 逃 の 理論 より 簡 時 で ある 。 それ は 
ーー つの 可能 性 を 除外 し て 居 た か ら で あ つて , 若 し 四 つの 同相 と ーー つ の 押 相 
・ と 共に 液 相 が 存在 する と すれ ば , © MOIS —-ERE HE KT OB CH 
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So WURIC TOBE EI > HE — WE PROD THEI DIKE C IO FF FEMS AD 
RECARO, RD LETME-BKROMRATECHS, THrikic 
EDV © Moke LCM Lela LTE, TOM LD BX COMRAEE 
論 よ り 離 れる と と な く 叉 その 便宜 法 も 正 営 な も の で ある 。 
BEEN OKD LMG EUR ICSC CO, 頂 鼻 か ら 下 し た 直線 が 次 に こ 
遭遇 する 三角 形 下 面 に より 示さ れる 。 そ の 平面 は 第 七 園 右 に 示さ れ た も の 
第 + 男 


Cal Ool Cal Col 


で , COPS IAE AWG LPARAM LCT LA OT RAGA (CO, 
と 共に ) APSTLICHM CHS, CORMMKMICHENS, 
CaMg,(SiO,),-+5 CaMg(CO,),= 6 CaCO, +4Mg,SiO,+4CO, (2) 


BANA 220 方 解 石 ~ ee 
相 の 組合 せ は 
a) BANAL BRA +R +E 
b) BANG +2RA + Hi + CO, | fim 
c) JIA + F827 + TRE A + CO, 
d) iA + 35-1 A + CO, + em regio! 
e) AWG + 35-EMEHER + CO, + 33308 oo 


ABH OBEN RICE Tb SPEDE {FO BASH HEC = fala dt T 
ORES IE HEEL CHES. BS CMIET OREO = favre, 
TERE PODY BRIS TD: LG HG A EAS TAVICARD, HITHER 
BTRe RUTH S. ARBYO ge re EAN ETEK Ia Ta E DEC 
DBA RE TY CL ILAE LARS DEE IC HS TC IRIETE Lk TECHS, 
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KOBEL F/G IC BUA ILO ERICA S § OC, KOLB 
及び 相 組 合せ で 示さ れる ょ : ) 


Cal Dol . 
CaMg; (SiO), +2CaCO, + 2SiO, = 3CaMgSi,O, + : C0, CG) 
BANA aka 8 * iG 

a) BANA + AHA + B+ BRA \ oe 

b) BANG + Hie + B+ CO, _ ; 

c) BHA+CO,+8AMA+ aA 5 

d) #6 + CO, + BANG + AS 高温 

e) BHA + CO. + AMA + AR 
Fi fh LE ERB BOT SRE EAE £8 BIG @ He LAS 
PERIC TILE OE SPEET 3, ABE IS EO Be ic LE LAOBY CR 
KicL CHS, Md7t ORME RT =f (GVA) hk SHO RIC 
ょ り 一 磯 物 を 生ずる と と を 示し , =MORMM (ii, BARNA, A) 
OAS I = GIG Te LTA ROD (BMI) OMNIS TO = (GO BIC TE 
在 し , (EAD KIB e> LMEIC & 0 ALO BE Yn As CIDE BEDS Ic EL 
FEET BGREBROTHS. COMMEMO RIE SN XY PRIMIC HS THE 
Ai. Le = — Ta EA, BAG BOATS ——1a ES UHLIC BS CIEE LB 
と と で ある ろ る 。 FMAAICH CHR BAW ARO he L7eOMMAL 
質 若 放 岩 の 頂 成 作用 に 限定 し 茸 土 を 多量 に 含有 する も の を 除外 し て 考察 を 
進め つ ヽ ある 訴 に , 源 岩 右 が 若 放 岸 より 更に 落 土 に 宮 ま ざる 限り 透 殊 石 の 
兵 存 の 下 に 遂 角 関 右 は 石英 と 共に 有 存在 し 得 な いと と を 示し て 居る 。 
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PELE WERE MEI BA SK OBME ERT = POTS IU IC HIT 
た 如く で , AIC T DIRE is ARO IR ¢ A A Ic TBR 
EERO HIECES. CORMRKOMMAF LKO MN, CHS o 

第 kh 


2 CaCO, + 3 CaMg,(SiO,), 5 CaMgSi,O, +2 Mg,SiO, + 2CO, (4) 
ai BABA Bua RE 


a) BHA+ BAAR + BHR + co, | 


b) Fi#G + 246 + BA + CO, i iB 
c) AW + BANA + KM A + CO, 

d) 486 + +H + CO, + His \ is i 
e) BHA Leta +CO,¢uan J 7 ™ 


c ORE Ose Lie SL OIG L BPA OK AMRIMIC HS T Ik HE 
CHIBICH TCAMRELRSCECHS, FBLGAROFET Sh 5IPEAN 
石 と 方 解 石 は 本 段階 に 達し な い 以 前 に 於 て 既に 共存 し 得 な く な る と と は 前 
Bebe ICH THEN 7e dS, UC OM BANRoORKE MERLE *TLIC NO 
の 場合 が ある こと は 充分 注意 し て 陳 別 し な けれ ば な ら な い 。 又 透 角 関 石 は 
LICH EB AIC CIE, 更に 高い 長 成 度 に 於 て も 存在 し 得る も の で あ 
る が 中 種 の 岩石 の 婦 成 作用 に 開 し て は 本 論 計 の 範 園 外 で ある 。 

KIC AED 8 EME Ik CaO-MgO-CO, KO RMICH TS 4 OC, ALEMEIC 
BS CHER AIE RERENTEICE UCHR LEXY ZL — 2% (periclase MgO) 
を 生成 し CO。 を 逸 出 する 。 (ALIBMPI EES SICA RAIS Bic 
低 品 に 於 て も 不安 定 と こと なり, WARE CH RG LTE AEF S 
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と と は 既に 逃 べ た 。 本 段階 に 於 ける 反 應 は 炊 の 如く で ある 。 
CaMg (COs). < CaCO, + MgO + CO, (5) 
TRA 方 解 石 。 ペリ クタ レース 
ENS SRK RO WARE CHR CHS, MOM id 
a) BRA+BRA+ xP = 
1% 


rhe 


b) RA + WA + CO, 
Cc) SRA+~IF%v-z~+ CO, 
d) FRA + AIA —x%+CO, '} Bw 
ABR ICTS CHERAB RS 2 ER ASHE IC RT ERIC ER GE LBA 
線 は 消失 し , DG RAK - 童 土 笠 村石 下面 は 方 解 石 - マ リク レー スネ - 菅 
era ta 


Cal Dol -" 


LEICA MgO PRE CHRO CHT TCLWMELEOTH 
BZ. MoMA Bl oH A-BAT LA 
BETS LIL FOX VETS. (AE) 


[ 


. | 


本 220(44) BR wy RR eB SSS SG 
om : ) 
ee RR HER 


A 
, 


福 馬 中 生 層 中 の 無煙 炭 AM VEMA PTs SHBNORE Ch ct, tom 
ICAI BSI Ae Eee XL, TEC ak, APM (WEL 37 48, Wg 5, 578) に 指摘 そら れ , 
FEC AWE REED PGFTBOWO &D ICBC, 水分 2.90, PRESS 3.50, [I i2YESK 81.18 
次 分 12.42, 硫黄 0.68% , BUH 7219 カ ロリ ー と 報せ られ て ゐる 。 BS CIUITO 
5 も 特に 優 玄 な 部 分 で , 仙 剖 鐘 山 監督 局 の 分 析 で は , AG 2.52, 揮 織 分 6.73, TERE 
55.54, 次 分 35.21, 硫黄 0.51% , PA $148 カロ リー に 過ぎ ぬ 。 

CORE OFLA T, MOMMA GNOME, LAUSD OP, HELO 
東方 等 に 現 は れ , WR CHE Deo 前 者 は 鹿島 RO PITH 4 ONY 
Bd WIS QD, PRT RIO PALMAE ICEBIRAL, 2% N10°W Ic Btwn < WAI 
FE OS RIT, F OPH Citkee iy N20°K, Py 40°~50° OHA PIcHGRE YO, 
東側 で は 層 向 N20°~70°W, 北東 30°~40° EAVES TE He A Be LCE SB}, 
前 礼 南北 断層 に 近づけ ば , Acie ye NO°~20°E, irHeC, PHMEN DS Bike Ci c 
G0°~70° ILA S LIRIS, PABAVIS 1 KD, ROM SCL RE AS ee 
BEEN OPT SM etek. TORRE L—O REO ISS, WAIN ETT OB 
CHRONIER KLTDS 0 

© OVS 2H MUUT LEDUC, ELAS OPE TIC Lb S BUT OR 
PHD 0, こせ で ぁゃ HWE D RRC BLS +0 

Me S, Cre RGM DHRO LSS 則 に 辿れ ば , 約 0.5 HEC IIT BRE L eA 
KAIST S. CRIA ICEBAR OS 5 CHAD, KIC LIL E OMKAIT 
LEMAR POM LUCE O ARPT EO LICHT SPUAME RIL 
DPS FMOLOCHS D5, = OPM LOO PER BOAT ib A. HRBOPH 
MICO CHER OWA CHSZORMI—OOKMCHO 5M. CHEER ! 

BSH AB HURST (LOEB BL), EATV IIA (ES 
AREAS IGS ASPEREROR AC IBET), SB SUAS CREE PSL 
Wy 1 7 22, 大 阪 鑑 山 監督 局 松山 支所 官舎) PEM (GREASY 2 7 31, HARYE 
SEMEL) LSM (AcwerT ERA My 2 7 1477 美 須 屋 ) 改名 BBUE 
Pee tara (名 古屋 市 港 司 耶 年 字 二 7 制 692) 

FOZIFRMS HCAS KOK PEMA 4 月 24 日 東京 帝國 大 
PES Uy PB IC IAC MST LO 役員 其他 は 前 年 度 通 り 畿 更 な し 。 

(高橋 幹事 ) 
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(6890, 朝 鮭 海 月 面 産 フェ ル グ ソ ゾン 石 
MBE, 新 美幸 親 

AR ES ne EF BS FR Ut AS SE LS ih BS Hire 
TSC GRR YD ke S Bib ic MRI arr 
Py HEB 見 せり 。 著者 の 一 人 (mR) 
は そえ その 化 課 分 析 を な し た り 。 硫 物 は 長き 
最大 15 mm FEO FIR IR Rh IC 
LC 221 Ak L Ca Ha fe 2 EK i fe & 
す 。 Rar (x 2h te i SB ERE & AROS Bh ot 
He Agee ARE Vo 比重 5.82 BEBE 6.0~5.5 
PRTLUIB CIC L CRON TENS DEE > x 
AO SPREE UV, VAI yYORBL OAH 
SERMON RAY, 分子 比 よ りう 
(BRE WINS HIE CY (Nb, Ta)O,+ 
(Ca,UO), (Nb, Ta),O, t% 0, EHO 
FENDF YY RBIBEARSATR YB 
を 酸 忠 (Nb, Ta)O, の みよ ょ より 成る に 比 
weLU CR = 4 72 y BPR,” (Nb, 
Ta)。0。 BH BLK, HET BY VAs 
Alc MGT SL, LE O PAPE O MBIA eb 
EIMOPEME Tar F vy AL AMET 
PUMA LE~LS. (MMII, 2 し 
159 昭 17) 【 北 原 】 

6891, 朝鮮 に 於 ける 新 産 ニオ ブタ ンタ ル 
Hay IMIS, MHRA 

i Yea FS HL BES AB PS SS i TIC WS CURR 
取 残 妙 た る 黒 妙 を 控 集 せり 。 紫 等 砂金 地 
は 風化 せる 花 潤 岩 質 丘陵 の 間 に 開 けた る 
田地 た に あり て 悪 砂 は 地表 下 約 20 ROB 


RA LOSE bELHS OV, 
2B fe RARE Ya AWETE I< WT LC IESE a 
IR PEAEIN METS S % , Serle te BS a Ti > HR PE 
HEME, DAY HES 2650 kV Bee BRRIC 
別 し 得 。 現在 まで に 確認 し 得 た る も の 
PREPS De Ri AON RE 
Rit ky, Farry ン 石 の 和 三種 な り 。 


HLS BRIS LBL LI HR & HO 


を 焦 性 硫酸 曹達 と 共に 燈 豆 し 水 に 抽 細 し 
CHAM, 不 深 部 に 分 け 各 成分 を 分 離 定 
量 せ すり 。 試料 硫 物 1 は 化 逮 式 は Doelter 
D2 -Pey iA koKick ( Sw 
FL, EY Oa-7 ey ROMY 
RTRE FL AARASBRBKICL Ts 
ATIREM RR SCE RSE VORA 
PLA 4 7 bY OAR LY CMB 
CEMBML SRM) Some ear 
WORE UCLRNE AS 7 OMS 
CUA CHA Xh*eS Tanteuxenite 2 fF 
BRINK S’ORA Y AHI CE — MES 
を Tantaleuxenite と 狼 す る こと くす 。 
試料 IL の 斑 物 は 外 閣 た に 於 て タッ タル = 
ー ク ャ ン 太 と 硬 別 出来 ざる も , 唯 断 口 に 
供 か に 差別 を 見 出し 得る も の に し て 存在 
ERRD CML, EMMA YP bV Ow 
族 稀 半 及び = オブ タン 々 タル 酸 に し て = キオ 
FIR IL Ry R VBI EB Bic S Bk 
LY MORMILA Vb RBRVY AA GED 
ML CRMYMALOL BEADS, RH 
Ill OMRL7 zr TY v Hitt BL Hy 
ERE VIL BICRE LIES &, ORK 
(Xe DARREL Y % BAMEIK fi OE Ps & 
MLBEV, DWEOZ zr yy BKK 
LUIBAHAIC LT UO。 含量 る 多き 


/ 


ame 


抄 88(46) 
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4 
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Sia AM EZ =r Py y Bee 
Ms. (1) CU) の 確 物 年 齢 は 豆 に よく 
BL Ty Se Ras ALLE PRICE 
MESLORSERF, AIRQM MIE MH 
Bx RS 7 PARRBIC HS VC HT AG 
Wy 6 BS OBIS GE 1c K VORB Sh, FEC 
化 た よる ウラ ン の 溶 拓 が 或 る 程度 行 な れ 


鉛 ウ ラン 比 に 依る 産出 量 は 黒 砂 全員 の 


約 0.5~0.1% CHS, = Ft7RY RN 
DOTRVMARL LU CHBT SIC Y KK fe 
少な 9 り 。 (HORI, 21, 1160~1.62, 
We 17) C 北 原 ] 2 

6892, 関西 鉛 列 中 の 微量 成分 
R.E. 

Got It Be 5F D Fig D BE EIS PY WE SS BE AS Be 
LES STR O PER ICAARN PRS Sb, Hg, 
Th, As は 低 漁 慶 に 於 て 生成 さる ゝ と ょ と 一 
WICB~ 6S STAR D PY aE Sa PR Ic il 


Stoiben, 


RMaS, MhO Rat SMA OBR o> Plat 


SRR BE AFF, Mn の 量 は 高 況 た 於 
VCH S 3 PY aie Pet ice tb B¢ , In 
の felt HH khPBR ICS <( Ga,Ge o fle 
BRR IC WN SB MBED RES 3 1c FEO Bn 
Fo 含量 の 多き Cd, Sn は 低温 度 に 於 け 
STRRIK & b XS th OFA SME BLS 
OU, Biko, HRERML YESSY 
Wi 鉛 婚 は 微量 な る 多種 類 の 成分 を 含有 
す 。、 内 可 鉛 残 の 微量 成分 の 量 は 生成 さ 
STEED AT. OF, PRPRA RROD one 
beaning solntion O{LSAOPEM KELL 
て よる も ゃ の な る 可 し 。 WERICL CRRA 


IC IM SILO HEIL aOR 


SS BPE TSLORSWL, PERE 
KK D 38 WO FAAS POMS IR IC AAS S 


SRB RIC KIRN AR CLEATS 
PUES (LD This 1 SUP RIL KR DE 
pei SPL Wie SRR AS S PaaS 
PRIMO IMs MOM RET SEY 
KW SAL, (Eco, Geol, 35, 501 
~519, 1940) 【 北 原 ] 
6893. Ib ASR mia £3 sib 
小林 治夫 ・ j 

Ni (i ftad & 7 We LDR BEL © [aC 
LEGHBBO#S) (NI MMOBETA 
TH AZTTEL VEE i, HEA KV 
RECHEBMULBF, Co kar 
OGRE LIED Miss % US LA SAwO Le 
を 示す と と 多 し 。 Co PRR 27 BEI 
FES GyEP NE RETR BTRO Lei ART & Te 
ROI ES SO, BEY Bete FED SF 
(Sit (CORP ORE IC SARE IC PRIS So Co BE 
MLRBLBE SHINE Nhe SL, A 
DSRS (LBA D> 1c RARER LY AY 
aan PREP RT, HNO, 
(1:1) OASAK LU MAK BH, HgCl, 
(20%) に 依り 部 分 的 に 補色 を 時 す 。 Co 
DWE He LT linaeite Co。S』 aH ・ 
も 一 般 的 た 知ら る くる , 
Co)。S4, carrollite (Co, Cu) 3S4 te 3 HE 
YAO AR LE & Tet EB Co HO TERE 
Te © Va BNL BRK BE PF ICTS CIS EAB 
BEI SS, BIC S PEA IRB ER 
bY), FEAR LOPLI RU DER O 
RIK Bc ky AS eo ve 別 は な し 得 ら 
So Co MeV SF + 4 bE REIT ES 
BRD UN BOK PEVAT LY HATH S it ATE 
Sik, BE Ni, Cu を 含有 する は 想像 
し 得 ら る 。 Co MME LU CHWLESS 


siegenite (Ni, 
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Old IAF TERE PRL Of ichie o 
HSV, EMRE Co LUT, 
FHEO ols siegenite, PEF DY 
の は carrollite と UTHIHESLoO LA 


WLeLo (地質 , 50, 20~21, 18) 
Cit 
SBaABRKWS 


6894, BEB I TVS 2 SSSErN 
BLOLSKks WHAM, Ws bee 
BU RSC IC SBR SH 4 =r # (Scye- 


lite) URERL ED (EBERT IK HE & US Fe 


り 。 鹿 道産 サイ ェ ル 央 の 分 析 結果 は SiO, 
39.94, TiO, 0.27, Al,O, 5.02, Fe,O, 
5.48, FeO 6.43, MnO 0.14, MgO 32.15, 
CaO 2.80, Na,O 0.32, K,O 0.12, HO 
(—).0.60, 3 wt HE 6.53 S 0.22, Cr。0』 
0.24, NiO 0.13, CoO 0.12, # 100.51 た 
LC, COS RE スシ トラ ンド Loch 
Scye D4 SX HLEBMPSIC, RIB 
WOMB C-KI 64, BREF 
BRMEACSEAL, =7 9) —feitmy 
dt ( ML, 72240 sal/fem 其他 も 
WWF SEU, A-ABMLRVEG E 
KIATVYFIYEPOaAN bev PHLER 
3SiC,=7) -f§AcRCHOERAZS,2 
ルト ラン ド 岩 の 方 が al,c,c/fm o fiz 
大 に し て , fm の 夫 は 小 な り 。 RCA 
~ に 値する は サイ ェ ル 内 は フル を ん ヵ ゃ に 於 て オ 
nm y EPR > % RHP Br SICBL, 2 
ARhAyPRBICHRTECOMEV, 即ち 
PFA PABOAMARCHT OFM MO 
FA BEIR L 
ry SEM BEL LCRA Y 


eo 抄 89 (47) 


RD, ZS OREMTR, BEB LUBEO 
SELMER ERAT. MIB y= 
1.563, a = 1.557 OPAL RT. RE 
FUL DE EIS HSC Py BABE a aS SE ELL CREB 
岩 に 化し つ ゝ ある 種々 の 階 程 た ある る ゃ の 
認め ら る 。 化 召 分 析 の 結果 は SiO。 33.10, 
TiO, 0.07, Al,O, 0.80, Fe,O, 5.28, 
FeO 2.10, MnO 0.11, MgO 42.65, CaO 
0.60, NagO 0.02, K,O 0.02, #5 jee 
14.63, H,O (—) 0.46, $0.07, Cr,0, 
0.40; NiO 0.18, CoO 0.03, # 100.52 に 
LC, COMRCRCEAT~ FHM 
WE (CO,+H,O) OZ% C21, Ho 
少 き こと な り 。 (ing oH Hh A PATE Pre IR 
107, 52~58, Beis 9 年 ) [大 森 ] 
6895, SOBRE K KA OB EE 
B reap 

Hts DH EPS I< SPH US CORR He 
SMER BOATEF SL OEY (, この 
OAR ae ¢ (EBS 2 FD BE He EE 


PLE o hil & Ke bX SER E Pee 


F SAIC ILD CHEV, RHIKO= 
HED BIEVER ICES, COKER 及び 
PER EM<bHEV, 

(1) FEAL ABA Oe 4 x rn AR 
Held RE AE fig IK HRY PASH E HS & A 
~birtakry7a=n aes SKAR 
KBAL, RHE MBL VY EH ARABRK 
Lt, OSA MILI BCWAH (OG =A 
HMrStOONML, KROERDHIZ 
BGA, AN ARUBREE, By esa it RH 
Bia, 7a BOR RIL 7 @ — & Rig 
BRU RREGRIC LCF EY CEH KR 
BT, SERA, — ANS BAUER BS 


抄 40(48) 


ae TY RBS ae 
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り AMET Hs MI A ~ 48% EA, 
fal BRULEE 52~53% SHEKU DZ 2 
- ABURI% Tr Yo 
(2) Bey KR RAED YY 
HBG, RERCS JOR Aa Xk 7 
a — 2 Sih #e 
AHA OI MIEPE Bit ek LOY v BBE 
BAUER EY RY, ORE Rete LT 
AE CREAL, HO 東 敵 は 断層 を 以 
て 中 生 代 の 火山 岩 類 に 接し , その 延長 東 
西 約 6~7 HF, Wie Ar1S Rt 。 

Y HAE IE BNE FI IC RR EAA 
KOKA Eko Hiwel, クタ クローム 
STE ROUTER ERAT. MERC IS ae 
LORHAL YU RY, RARER TE 
WERE, EWA BHR LARS 
と な し , REA RO BEER & Rear OE 
MLS fhiccAiwy: CBA A, 
RIE B, BIRR BIE BAAS 

(3) [al ko 4 FE RB LL EP ED 

Ke BUS 

APL L LCRA L DRY, SHE HE 
BALATSCLOV, Bez uae 
石 は クロ ー> BH L MH MER EK 成 
る 。 SEEMS PICKS 670-2 
Ia HSTHME— © BRAT A ERR EL CAR 
HSNROLHV, (PAE Ar tei 
107, 21~50, Beit 9 48) (ARR) 

6896, HSWEXUEOR AB MAR 
(Il) fat meR 

MBG KW OMABNMUC HE 
BOPEETVOLH VT, O— Bo 
IR (PRAHA, AA AKUBIRA) 
D SR SS FD PLGES HE LEER L, 林 


GKWOPALAN GRA (石英 安 山 
BAPE) 及び 滋 石 安山岩 の 三種 た 大 別 LB 
<0, IESE ES GIGI CRE BO BN 
MER ASA ICIRS CL EMS EV AS 
ZICPCLPAHMAOMAL, RAKE 
HARE BD — BRU IC HE KO ERR 
WAIT HT Mt % Vo 

(1) BARA AKI IS CIS RAE 
石光 軸 角 の 大 な る 方 が 小 な る も る の より 
En ii 7, (6 Bim sik Fs 20~40 
Mol.% OPM ASV, AM ALUHO 
AWMBLU BEY & Fs HICH, 
RABI Tit HIGH OH BBE EDD 
En 量 た に 富む れ ど も, 後者 に 於 て は この 聞 
な り 。 BAIA MAIL, 後者 は 正 な り 。 
ATE Ba his, PLEA , 2 OS BD 
周 線 に ュ ロ ョ ロナ と し て , 他 に 石 基 中 に 産 す 。 
BEta , EARL ICFERK, BIB RBS 
BEA HMAOBL VIR SHGICAT 
(2 BEAR ORTH BO JAR ie FABER Bk B, 
られ ざる ゃ も (AN AKUWAKS—-MoO 
BUH), BEI BEE HOTELS SB 
Dic US CiLBE AAT Bd AE DR 
ICR Y CHICMRES 6 ( 潤 石 安山岩 の 、 
AD). BREA (EY ay AR) 及び 
BIA 8 Bi © th BE Ha IS PER BIER wD 
53> WIG L HAY X SEED ehh 
FlLHBeSLOLRyY , MAW Hic 
於 て は 前 者 が 後 考 より 常に 大 な れ ど る も る, 
角 陰 安山岩 に 於 て は と の 逆 な り 。 又 或 る 
MOAN Zils BIC, RBA EY ay 
AA REE A © PEI IC CRB INKS R 
tis SEAR £4 28 FE TED 5 

(2) RA AER ACHAE oT BED 
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i i: ps 41(49) 


に し て , 交 石 安山岩 た 於 て は 一 般 に 正規 
RPP SARI Y AKI HEARS 
EST LOR S23, AY A RUC 
ERD RY. 成分 は 前 者 & 70% An 
前 後に し て , 後者 は 80% An 前 後 な り 。 

(3) HAH FRE ORE Ze 
中 の 主要 な る mafic FIC LT, BEMIS 
i CPE Ate Uy WBE It A 
Uy ayih ait 0, ARICA TC Id ERE 
A LE RA UE Y ay RRO Xf 
LU RSL OD RUA AD AL YRS 
LDLOV, FN GZULAIC HS TILE 
me LCP Li ESF SORRY, 

(4) MA HGR AKA eH 


RMB SLO, HA AZUMI TIL 


な うり 。 OSE, 一 WE 1 SERRHE© PAB IC 


EY CHES 1, (EB RIK ME 30% 


Fa te, 

(5) EEARRDRY) FEMA ORDIK Ik AE, 
FER RUZ VARNA PREBLE LS 
EF, ARUBA YBN AIK 
REM, CO WBA RGM SLO 
如 し 。 MEERA 安山岩 に 産 し , クリ 


スト バラ イト は 南 者 共に 見 ちる ひる 比較 
WRU, BIO Ht BE ic CHE 
BEVP.BMcHinkey, Poa 


HICBHE AO PEYBBDS Ss LICK 
L,MHAL ZV ARNT 4 bc 
HID MERE PCA UCR SLOT VY, 
(Memoirs Fac. Sci. KyAsyt Imp. Uni. 
D. 1, 93~128, 1942)(X#8) 

6897, ILBBSIN Ble (武島 川 及 び 沙 流 
WER) 内 の 火成岩 根本 忠 寛 , SAG 
Etta, 27kn cre 


深成岩 年 自 息 紀 沙 流川 統 (』 LR Y =F 
fa & Flva ¢ ) 

SURE A SDE APR 

RGA AAG, BRS 
Nike REBAR 


| PREC 


GR RESORT e Hea & Bod y 
HEB BERS SEE Bl C 
MAXIE ERDLPAE © BR 


(北海 導 工 試 地質 報告 , 5, 1823, Wy 27) 


C HERS BS) 
6897, een oe 根 
AEH, BARBERA, rkosere 
Ek VK REX EROMLES 
JERSE 
WEE (R BED )/B BEB 
沙流 川 層 砂岩 
Bikes, ARTA ERY 27 
= セッ 統 時 代 は 前 者 と 同様 か 
下部 砂岩 頁岩 層 Mian 
Kaa & pets 
Lie EL ae 
ees 
物 部 川 統 = (Aptian) --- 
PR Mle 
砂岩 , 頁岩 , BRE 


ギリ ヤー ク 統 (Cenomanian)-..= 748 


Balk TW Oe 


浦河 統 ; 
上部 菊 石 層 (Turonian)…: : 林 別記 ee 
ie ee 
jl il eG (Senonian)... oe, BE 
Fa Ee Bees 
5 


, HBS» ATR, HERR, 


FER Ale 


* 
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SG OR My OR RB eB 
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Aes (HS = ee) 
SNE HH, OHAH, Ak 
幌 加 別 貢 則 層 頁岩 
JOE PRRUPOLAH, A 
R 
落 鍋 層 EUR, ee 
DE Poe ( DLP SS = Te) 
頁岩 ( 海 縮 石 を 爽 む ) 
: 砂 質 貢 音 , OH, AH 
JN Sa Fa 
et, EO, Boe 
同上 
BaP 
下部 硬質 頁岩 
上 部 GH Bae 
鮮新 続 中 部 HERE wet, Be, 頁岩 
Po 
BESTE RANE ALE RN 
沖積 層 UBER I 
(ALPES AAI ER, 5, 3~18, 14 17) 
CHES BI) 
6899, 北海 道 余 別 岳 園 幅 (積丹 生島 西 征 
部 ) の 岩石 層 序 根本 忠 寛 
ABA MS RE, (AGI 
枢 岩 類 に 買 ぬ ね かる) 
新築 三 系 
JRC FIRE WH, eH, 
SOR KERAM A, 安山岩 質 燈 
岩 流 を 促 な ふ 
ABR MHF BALL LDH, 
WED HISE & OB Te 3 
mA LFS Mics 
ii AI 集 塊 岩 , WEDR ELD & 
(LLCHRRUHAU BOA 


上 部 
川端 統 
下部 
上 部 
追分 統 


HOPE, HIKE! & (Pig 3 
RMN BRAWAR MB 
initial mp Tee $y PARR A Ze es A BB 
BRON 
ー- REG— 
HAM PE TPR WORK <b ie 
= ES 
SEU WU PED RETR © EH BD Y 
KAS HCE BK A el a 
Ae AA ARM A Ls 
BT HOSS ABO A BBS Ls 
HA Su LL AAAS ETRE a Ze a EC 
(4b Mee Nh RY, 7, 3~18, WB 17) 
(HE BI i 
6900, BEBOAV = 2 HECHT s— 
ZB 東 中 秀 雄 
MAB W4km に 見 らち る 砂 兵 地 
HO — iro BP RICO SP 
30cm の 個所 より 控 集 そる 砂丘 砂 の 
粒 庶 並び に 比重 た に 就 い て 研究 せる も の 
LC, 筆者 は 筑 験 後 之 を PB HICKY Ci 
WLR ORMRELC, 砂粒 の 大 さき は 何れ 
LHF 0.6mm YP RL CHOBE ws 
0.222mm な り 。 BMMOK DK KS 
BORA id ERURBICFES & OL BAD 
nr, AE 0.10~0.34mm の 範 園内 の も 
の が 全量 の 90% & Hi DAA 2.592 
と 測定 そちら れ を り 。 
砂粒 の 比重 は 各 大 さ に 依り 異 り 之 は 風 
{E@ BED HE te CE US TC BEDS FAAS IK SY 
加 せ る 事 に 基 因 し , AE SIR IC HR Y AER 
thr UMMOBEL COWL ORR 
を 見 る に , HELA EOMD chon 
RM RAK BS T. (LARA DEE 
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PRAIR, 12, 357~362, 昭 17) CAPIFI 
6901, AW Ht MBBS 2 OM RICK 
Tyrell, G. W: 

火山 活動 が 地殻 運動 HABE te S BA ARIK 
& S Bis ARAN te HID —D7r dd, 
者 の 間 の 性 質 , HK BUS REVS CIR RRS 
A PPA s 1X SRR YU, MOM Bo 
HEAE EERO Bice, 2 EU RA 
KBD ay At を 詳細 に 調査 し , 地殻 運 
動 と 開 係 づけ る べき な すり 。 

火山 活動 は 造山 並び た に 造 陸運 動 の 起 れ 
SthtriICA CL , 地殻 運動 と 闘 係 あ る の みみ 
RES, LOMB, HO She ic KV Bs 
{EL , MS LOD ILEMMMH 1c, KKRSLO 
LH SEG 1c BH PRD Vo 

RELL D IK BAL HR IC ERE AED 
HENRY MAHAR AKRY CT, TEMP 
Be, 安山岩 類 を 見 る OB HBC LT, — 
FFIEREUAR ICES CSV RRBEAU, 
AMA AK KB EIC RRY S アル ん ルカ 
リ 岩 に 依り 特徴 づけ ら る 。 (Intern. 17 
Geol. Cong. Abstract. 1937) Tt 増 井 〕 


2B kB 


6907, Ite SAMA MAT 
岩内 町 の 西北 方 , BEAR RIS Pa BE IC HE 
すり 北海道 最初 の 銅山 と し て , Be 21 年 
23 BOR TCH VEER HE. 
DRILLS, PEGI SP a , AEST SAG 
SELLS © BE HOG RMR IS LT 
走向 N 70°E ,(#170°~80°N, ff 80~ 
100 fi 
BA MR ABE t ORC < 
SAPS ZEULE O A EE TESTE Se OHTA ws 


Be ER PRM IC LT : 
走向 N 60°E, {aR} 75°SE, 幅 20~ 
100 #8 


BEY SL IC ck Tie VE HE A RE A LUE, 2 DL の 
BAR BV (AEH A Me RE 7, 
18~22, 昭 17) (JE) 

6903, THESE (武島 川 及 び 沙 流 
川上 流 ) OSBRK RALRH, 三 本 杉 
Beit, *koxcte 

最も 主 な る も ゃ も の は 蛇 紋 岩 中 の タロ ョ っ ぇ 鐵 
PRC LT, 他 に 銅 斑 床 , ORR, wy ty 
THA, 砂 白金 及び 砂金 婚 床 等 あり 。 


SIDR 沙流 川 統 と 蛇 紋 岩 と 必 接 般 部 の 輝 


SARK ZEIRAS = eo KU RL 
HE SAE UTR SAE & FR TE S.A PRG 
Ae FEM AS AE EB BH 4 HE 

AE MECURIH © (ALIS + ZEIR 
村 宿 主 別 川 , 右左 府 村岡 春 部 

BOF? BR FRBR A (SER 
EMBO > A DAE) th OMe 

PoABIE JWR vo 2 WRORAB 
EGD, KOMMUEBE 9 - 
IRS A, SAR, AB (以上 
FOR) IRE, Baba ea 4G 
HRA, MINH, 同 三菱 , 同日 
7 tH, AWK, FT ae 

何れ も Cr。O。 50% Pet 

マッ マンガン 硫 MBSA OPM 

KR, ELIS SERBS LO | 

PAS Se VIN ROR BE 

De =e DINED RNB 

(de Hee Rae IA 5, 23~28, 昭 17) 

CHEB) 

6904, SARE AUR ATRL RSIS RE 


f 


抄 44(52) 


2A RR Re 
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いて 堀 純 朗 OR 
FF BBN MER MR IC IS HEMI 
EGR LT SARIATRA Ke ER 
KOC S ARE BSN & te Le 
SKE, AAG EMRIs RETR, 
PE ENTE EY, TEEN A BEES IY, Hy oh 
HEED BEI BU BBE AAD 5 型式 た 分 
MBUSSCL EMR YS Ml CHRO 
多量 た 産 す る 所 は な 第 1 及び 第 2 の 型式 と 
SUP VY, REO iia iw 
ALA Te Sb, PILI R AU, Adis EB 
100 p 乃至 4u OFFA, 
BASE REI YL Hl WEE 
D We REM Ue RAEI & S APR Fes 
3 2 WIBRMECE IC FRE NESAOICL 
て , B LW RAY SMEAR PEI 
に 際 し 鯛 媒 の 如き 作用 を 演じ た る 結果 
黄 鐵 斑 の 附近 だ 選 提 集中 せる も の さと 結論 
せり 。 (地質 50,.4452, 1B 18) CARI 
6905, スマ トラ の 太 産 資源 AAW 
(1) 石油 含 油層 は 上 部 第 三 系 に 属し 
HLL CAV b FB PRU Wii ic HE 
Hd, PEO MAIL TF MWA b 
ラ BEM, Fev CI, wv vos vIN@ 
PNY, (2) AR " 古 第 三 紀 層 中 の も 
の は 湊 書 療 た し で オン ビリ ン を その 主 産 
地 と ょ と す 。 新 第 三 紀 層 中 の LOmRAB * 


:. も プ キ ッ ト ・ ア テア ャ ム の 如き は 後に 貫入 せ 


KWAORA BE ERT RAO BRIS 
せり 。 FMD RRU RH PsA BA 
せら ちら れず 。 (3) 旬 Arb FERS 
VEO ES % © OUR It Fe LL CHD ATER tr 
Yo (4) ボー キサ イト 主要 産地 は リオ 
BRE YR y Be), Hh et SA alec 


oo LD SS BPM a vy 7 
ZL AD SA le RU FE hd AK Vie Vo 
HOE VA Pb MEARIE UE STEREO 
TRL A 岩 の 項 部 に 産 す る も , ホル ン フ 
ェ ル ス の 上 に 存する も の 良質 な り 。 太 石 
は 主 た ギ アサ イト 右 (Al。0』・3 了 H50) に 
LC, TRA © we Aa et He (EPEC ESD 
の な り 。 (5) 鐵 テンポ ン 硫 山 な 主 と し じ 
CERT ORRONTE & 3k LO HA 


産地 な り 。 THERM ROS VR 


CMO % HED S bE PEAS te Lo (6) 
金銀 zw b FIFO SNA ORR IC 
あり 。 第 一 刑 は 十 MICBL, 犬 な る も の 
Mba, FBC A VCH 
BK UHLRIC ES SRAM V5 BEBE 
FRED BE O PILL ZR LA © MRA XK V ERI 
26, 皇 産 地 は ペン タレ ン 州 レボ ン 地 
方 , ス マト ラ 西 海岸 州 ボ ギヤ ン ビ 州 , ラ テンポ 
y MM, FSR VINE YS (7) アス フ ア ル 
bi 虚 々 の 含 油 第 三 系 中 に あり 。 ペレ ン 
ペン 地方 た 3 乃至 4 BRR Rs So, (8) 
RR タバ ヌ リ 州 ラー リツ クマ ラテ ピ に 
見 られ, 220.000 邦 埋 蔵 せ る 。(9) 其他 
Wf + ARG ES + BM + TESA + kB. 
Ak AC: RRB SH: FRR - 
S7kia 7 — + Mack + RBES Tt Bp 
MBIT, CW, 55, 62083, mB 
18) [北原 
6906, 東証 建設 と 南方 の 地下 資源 木下 
fa 5k 

PRN Te STRAODAMWLEFS, MY 
AY Sd db XY WBE h ERM Te S LAA 
TRACY Aya HW St SH RO 


90% WEIAME VIRAL THEY, 
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HUSA O Fh HARE LORR ER 
HULTFHITEM AOMABEL tS, 
AM ERSE LT eSB AHS v, 
更に 進ん で 少く と る も, AR, A Fv, Ne 
レン 島 ), ス ウデ イィ イ , ア ラビ ア 人 等 の 石油 を 収 
むる 必要 が 起 る な らん 。 南方 地域 より ーー 
FT BAS A 2s tH SLY , Awe PLAT DS 
MRE CMC ICDL, RBCRREAF 
SANS ISS Bt Ly | RHI FE 
ECORI Tl ABA © BM Het 
WDHB TAU SHS Ete SA PENI S 
TILE RUA OAM O 5 BED 


BE RUBIN & BRT S AHMED Ge, 74 


リッ ピン 人 等 我 制 礎 下 に 覧 か れ 國 防 産業 の 
ARER & te FERS D LE PA © He see HF 
eA Picket SIC BN Y , 現在 わが 
BB THEM IC SH S RTRLEVG IL A DO & の な 
る も それ に て 充分 な らち ず し て 米 英 及び 
{ie OH te S MUSIC WHT BIC 
BRU RHIC 6 CHhSORBE 21K 
且 し 得る 間 を 拓 き 3 ぉ くさ き 必 要 あ り 。 東 
HAFEAR BIC Cit C OYA OSE AB & HR 
RLS SAKMOMMRARMSV. アル ミニ = 
ウム 確 - 本 邦 ア ルミ = ウム 工業 の 依 す ペ 
き 原 料 盗 源 は な 楓 寺 頁 岩 と ボー キサ イト の 
雨 者 を 出 で ず 。 PEL ARIS WINE, 北 支 
Ae UK BED 4 hic EK te SH eA 
SSA TOBRAET U2 =VAOSBE 
低く , 球 酸 , 鐵 等 の 不純 物 の 含有 多く 特殊 
SERB IC 比較 的 多く の 有 費用 を 要 し 生産 頃 の 
割高 と な れる が 鉄 跡 な りき 。 こ と の 際 多 量 
OR HA b & AMT BPH Ay Ms ds Je 
SBicMiin str rs = 7a CME 
朗 化 せしめ た り 。 南 方 地域 に 於 ける ボー 


キサ テイ ト の 産地 と し て 注目 さる る は 走 印 
OV AK MEES & MARE RS OY ao — We te 
Vo Bam mickey Le, 南方 地域 
ICIS SIBA E MCR © ZER & FR T 
ミ EO MIG L SIC LV R-w4 bo 
PR ASC BAS SMV AIZRIC MISE ARB 
We Lo Sh, MESA OPA Hy Sb Ic SHO PERBIE 、 
其 だ 少な きも ビル マ よ り 年 約 8 高 砲 の 産 
IH SW, COMA DS JEP IC BENE 
加 は れ ば 鉛 に IS SAR RIT SEL MA 
To MMIC OM CANT LOM BOM 
ERIC IFAC 4h ICBO CHRIS 3G, 
HOROM RIS PROBA HUCK 
b, EXAVOMMERHOBROM<, WX 
ど ボ ー ル ん ドウ イン 硫 山 - 斑 出 よ り 出 る も 
DIV 5 HENS CL BM OBA MF Ic 
入れ ば 移 づ 供給 に 事 DF. HI-WMFe 
筑 剛 た に て 自給 し 得 ざ る 金属 の 一 な り 。 ピ ビ 
ル ん マ 及 び フ ライ リッピ ン よ りす 供給 さる ゝ 量 
(LABRET Vo SIC BU © SAR EI EE 
LH 5 OS SHRI © SM BASIS A 
を 許す ヾ る と 畑 像 さる 。 ク ロー ムー== 
ニー カレ ド = ヤ は 1932 SICH SREB 
は 世界 の 第 一 低 を 占め あたり 。 硫 量 は 三 百 
Hie RDS LHP LS Kh, KRASB 
LLCCRRKRRO RAS, Hy 
ケル - 國 内 DRA IC CIARA FO aI 7 
REPRE HES BE EI CH RIERA 
Wic Cite LUM —-THED ey re 
EMPTY, BBR bY YB HF 


産 に 係る 。= エ ネー カレ ドニ = ニヤ は 世界 第 二 © 


O= 77 wet v, (Abe, 55, 45~ 
61, 昭 18) CALI 
6907, PIRESAIEP OMB 本 欄 6892 


‘ 
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抄 46(54) OBR HR BA SG 
参照 。 Au は NaHS 沙 液 た は 容易 に 溶解 し , 


6908, Abs BER ORL RE NIL b 硫 物 
ASH 6893 2 FR, 
6909, 上 昇 湿 度 に 於 て 硫 物 に 謀 ず る 硫化 
アル カリ 溶液 の 作用 Lindnen, J. L.; 
Grunen, J. W. ° 

Lee DBM BF B BORIC IE 
Z { OM as 300°C & FA MEF 3 TE I< 
wT H,S, NaHS, Kit NaS の 深 液 
HC CBD REED. BAKKE YEO Mead % 
HEOWMCLSBBESL, とれ は 
chlorite, serpentine の 如き 確 物 に 適用 
さる 。 と の 研 究 に 用 ひら る ょ 深 液 た て 
LPR ELE FIL HR © GRE IC EK Tr } VE 
MST SIM. Bes, HS, NaHS の 深 
Meta S-— イオ ォ ン は FeS。 に 酸化 さ 
HCS HMMS SI 明 な り 。 SRA 
WX Sx polysulphide の 存在 だ に て は 
He (toes v MIC HeS と な り 
除去 さる 。 NaS WIC TIA X V 
除去 さる ゝ He RUZ OX He の 
酸化 物 を 生じ て 酸化 作用 は 更に 閉 し きも 


DtLBlis, Bi OZSARAAT OR © 


Sipklt NaHS, Na。S 溶液 た に 於 で Fe Hy 
物 上 に 得 ち る 。 磁 鐵 残 は 或 場合 に は HAS 
と Na。S 溶液 た より 出来 る 。SiO。 it #4 
_ じ て 三 型 を な し て 溶液 中 に あり 。 沈 滅 す 
nig opal, itz ER Rit ABELL CHB 
6, mms NaHS と HAS 溶液 中 に 高 
ICH NagS 深 液 中 に は 得 ら れず , 白 
鐵 斑 の 完 上 品 は HS AIC aR BR EI 
ABTS. MG, BEE RIL AIC TC 
FeS は Na。S RMPKCABRAKC BE 
NaHS Kit HS oR Ic AEF, 


Na,S Rik HoS 深 液 た は 深 け ず 。 Ah 
Bis BRO TR ic fF JAS NaHS & 
Na,S 深 液 より 生 ぜ ら る 。 chrysotile tt 
Na,S 深 液 中 に MgSiOs ょ うり 得 ちる 。 
soda pyroxene, acmite は fayulite た 
作用 する Na,S WMI kV AED So 
PVE AIt: HLS AMO FEI CH ODE 
WerTCARIS, “Wea” &LtR 
Y CSP S Le SB MRIS RR Ic PE 
NaHS 深 液 より 得 ら る 。 硬 石 彰 は 
HS BR FIC CAA EK HAS, SO 
結晶 は NaS 深 液 より ERA EICPIMS 
る 。 (Eco, Geol, 84, 537~560, 1939) 


[北原 


Ait Gk B 


6910, ジ ヤ ワ 西部 油田 の 地質 Paes 
By 

YT PGR Se Hee S Hb Pes Re 
A MER, HH 2K MPR, PORK 
び 火 山 岩 類 た に し て , Hr B= Ala RIC BC 
BESET Vo 

HONE WIC TH BIC HER, 北部 に 
PRARBELE, Ht ch 層 の 走向 
VLE S RPR Rk PHILP IC LC, I OF 
向 は 北 々 束 の 横 断層 を 普通 と し , 地層 は 
PH Te SMR IC TH SAIN YG 

ラン カス ペッ ウン 地域 

本 地域 は 新 第 三 系 , AS RU 
ICKY HR bh, 本 第 三 系 の 下 部 は 
中 新 期 上 中 部 , 最上 部 は 鮮新 期 正 部 , 上 
部 , 中 部 は 中 新 期 上 部 より 鯉 新 期 下痢 に 
局 す 。 著 者 な 之 等 に 就き 更に 詳細 に 説明 


#267 ; tb 


oh 抄 47 (55) 


せり > 
ARB HY > 地方 , ボー ジョ ン 
マン ゴ ご 地方 及び 東部 ト ョ ゴン 地方 た あり 
て , 右 油 試掘 を な せる 地方 な 前 二 者 な り Y 。 
FMT 7 Rb : 
ADE HERS 6 HS = KlDIFHB= Hic 
BSL, PRRs PR EBC , eBid ey 
期 上 部 に , 上 部 は 鮮新 期 下 部 に , 最 上 部 は 
KET LBC BS SLO rin. 
各層 に は 最上 部 を 除く 外 は 整合 し , 下部 
PILAR ES ME = KO PE Bic IBS SG 
SIG, BEES FIC BET B も の ゝ 如 し 。 
Ail © S28 Ht EI TAS, 中 部 層 の 圭 
BEE OHI BY CHIC BIC 
BWR SLCASV, 

YRAARY OY REF AVI ANZ fi 
TW IE PR BER 2000m た に て 相 営 の 出 油 あ 
YC, AR hh hk ER PR A & HTT L ERE E 
MED he S WSIS PRM ee PRAM y tw 
HEF (石油 技術 協 念 誌 , 10, 24~44, 昭 
12)【 指 井 
6911, 南洋 の 油田 の 地質 ANH 

FRED BEICHAO } , 過去 の 地質 時 代 の 地 
向 符 地域 を 弧 括 すれ ば , 
1 中生代 に 出現 せる も の 
a 束 セ レベ スス, セラム, チモール ん の 講 
EER Aes J bys 
2 第 三 紀 時 代 に 出現 せる る ゃ の 
b. スマ トラ 島 』 及 び ジ ャ ヤリ アリ 島 を 務 ボ 
} tba a 
c. ボル ネオ 島 の 周 園 た 出現 せ し 地 向 
at 
d. even Paice LA 


J 52-4680 gic wee v 

Fils [aj At 

に し て , HAL CS ARB SMe 

1S, XH WH OBA LMS 3S HE 

に し て , BB 2£ECRAKs Ohh HE 
造 を 詳細 に 廃 明 せ り 。 

RASH ICTS 3 HDA, hE BL AA 
の 開 係 を 見 る た , 後者 に 見 る 堆積 物 は 大 
し て 厚 か ら ざる 董 礁 石 放 岩 が 主 た に た し て , 
UTD BIC IS Ck Tap > RIE tv L Bw 
AS SBMS % OIC LC, ph 端 に 相 直せ 
る 相 を 示せ り 。 (AMBER 10, l~ 
23, HB 17) [増井 〕 


He oe ER FL 


6912, 加熱 た にょ る B-Al。0。 OMBicH# 
て 加藤 左 織 , 山内 俊夫 

Fm 3s FBG HHH S B-Al Ook 
HAIC BEC SE SVE (LALA RRRE RE & AB LI 
で 酸化 及び 騰 元 MPR SAIC ID CH © 78 
BEV TORY L IRA I< Hh CGE a BE, He 
RUA WU 32 ; SSUES & FEU Hee 
(GAR RE Bee Y A-Al。O。 試料 中 に は 
94.58% Al。0。, 4.57% Na,O を 含み 基地 
の 戚 分 な 極め て 少量 た し て と の 結 品 より 
求め た る B-Al,O, O (LAM RI Na,O- 
12.58 Al,O; 720. BEA AD BIC 
EDS SWEAR KO — PE A Akl CS e= 
1.637 w= 1.691 ty, RAL HI 
2.96 ite wIt 3.27 (25°/4°C) KL 
B PIC FLARE BHBS BHT wr 2 2 
な り 。 IMPRARO FRIED EFL FEI 
比重 の 増加 及び Na。0 Oo AA BILE EB 
BHI a-Al,O, ORF OIC BALE Yo 


抄 48(56) 


BR YR BS 


#4 268 


ELIT PETE EI BRD CHR MIC LT ERR AS HR 
WABE CHS Tk Jn Bh BF fe] & RESETS E— 
WRBAOMBE ASIST, MBI 


1000°C 附近 まで は 殆 ん ど 起 ら ず 1200°C 


陰 近 より 開始 せら れ , 幅 移 に より 生成 せ 
る a-Al。0s は 最初 8-Al。O。 © fy BIC 
PF Kai D IRB L L CHK HWA Be 
WABED LAE IEC BL Y AABICHEDS 
BoOreV, (21%, 51, 71~77, 昭 18) 
CA) 
6913, 各地 産 耐 火 粘 土 の 研 究 秋山 桂 一 
ARR A, A PRE, GEN Ae (Me), 長 
DRAG (F), HAR wa) v SRM RIEIC 
Ly X MPH VY. HAA OMT MIs 
ELM も 夫 等 は 略 カ オリ ナチ イト の 線 な 


YL#B~DS, BEHEAAFAVY WH 
IC PMBMLO EER T SHV ALSDOY 


ROMIEP S LHESEVS (HH, 51, 85 
~87, WA 18) (7A) 
6914, ムラ イト 質 耐 火 物 の 焼成 に 及 攻 す 
SEBiLMOZS 秋山 桂 一 , AIBA 
AAU RRE-1, ボー キサ イト -2( 理 諭 ム ラ 
ィ ト 量 93%, 残 倫 成 分 SiO。 1.1%, HO 
th 6:9% ) tr SHEaRB IC AlF。, AICI。; 
Al, (SO4)3, NaCl, NagCO;, CaCO3, 
2N-HCl &% PME LE LCHRALKS 
も の を 1450°C 2 時 間 焼 成 し , 生 成せ る 
AFA PORE HMR WRO Ip bas 
PICK SMACK) RMX S1L9OLE 
KBB CRI LK SRR LL CH RS 
SPERE TL, HHO MRE RB 
zy, BS AIF,, AIC], Zo CHEB 
He KIEL, DEE BR Lo Al, 
(SO,)3, NaCl, Na,CO,, CaCO, 14m 


DSM Rs BoE, Hic Al, 
(SO,)3 RU CaCO。 が 閉じ い 。HCI % 
DCH LL CRI MRS VY, FeCl。 と 
な り た る も の の 効果 か と 思 は る 。 

更に 木 節 沿 -1, ボー キサ イト クリ ンカ 
ー-2 (理論 ムラ イト 量 79%, Bee 
Al。0。14.7%, 基 の 他 6.3%) te SBLS 
試料 た つき て も 同様 な る 営 破 を 行 ひ た る 
結果 NaCl, NaCO。 は な 確 化 湯 的 効果 少 
¢, CaCO, 1% を 加 へ た る と き を 生成 な ” 
る ムラ イト 量 最 大 と な る 。 更に 長城 半 十 
に つき て る 同様 の 管 験 を 行 へ り 。 (RES 
Wo@ is, 51, 19~22, 昭 18) CRF) 
6915, セメント に お ける える 石 高 の 綾 給 作 用 
前 田 By 

本 邦 産 の ポル トラ ンド セメント を 水 セ 
メン ト の 比 0.5, 25° に て 混和 すれ ば ; 混 
和 直 後に は Catt と SO, Nab4 K+ 
と OH” が 殆ど 営 量 た 生じ , セメント 
DBRBKVAKS LBS Cat 
と OF は 殆 ん ど な し 。 RMEMWIKBANE 
2(Na, K)OH が 約 30 ミリ モル /1 に し 
Tt, Ca(OH), 。 は 零 な り 。 液 相 中 の 若 性 
アテ アル カリ の 量 が セメント 中 の 石 友 源 よ り — 
Hit 3 BK iw LP SKEET 
ルカ リ が 液 相 中 に あり 石 放 が 無く と る る, 
一 般 に は 明 結 は 起ち ず 。 こ れ は 浴 け と こめ 
る CaSO, LWT LVI LOMBALS 
StL EW LB 


KSO, 


CaSO, 42h 7 =>Ca(OH) ot {nay 


pipette auton ee oe 
ずる と 考 へ ちら る ぇ 液 相 中 の Ca(OH)» が 
ある 値 を と れ ば , セメント 中 の 3CaO- 
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ee 抄 49(57) 


| Al20。 iP 4CaO0- A1,0,-nH,0 の 
膜 が 生じ , 3CaO-Al,O, yh ME: xk L 
CBRE IG CHU, な に ほ 液 相 に 出る テル 
SPORE IK) te Se, WA ORK 
RIE HEY FET, BEBALH AR wae IC BS 
Fie DUBE ics FS 3 FOAM 
ICL W Cte BE LBD rv aw LYRE 
FRAVIEVORRERIC BERK rev 
HO GRP S VMAMICL OO Ct BRO 


WON IC LSS PEBE L D [iO BES IC KY HF 


; Bi Pa HR 
17) Cabs) 


Ss 62 科 B 


6916, 綾 山 市 附近 の 地質 橋 造 に 喜 て 今 
村 著 朗 

鞍山 市 附近 た 認め ら る ょ 地層 及 問 石 は 
Pe PERAK ( 細 河 統 ) , 下 , 中 施 カ ンプ リ 
ャ 紀 居 , 第 四 紀 居 , EE hi AE, RSE AE 
Mi, BRE HS, SIE HE, Ea 
AEH, BEBE, FER, HP ae te 
Yo 

Bf Sir > SPL Hea kA TT > RE KS 3 
km © SWB) % ALA KY PG Hy IC as 
ld Py Ih) OPS FC FEY CO, BG A BM LL ie 
PICS SRE Hh LS Shy PME eA 
CU, BK AAMORAICROT AES 
EBB ICiR UY CBE TC HERE BS IC Bir 
Yo 

UE Git EMBED BEA BONA (ak LE WERE 
Fite SHWE ERT LOS Mn, RI 
ARE y PEAT ED H Rel Ty > pay AEH 


か る る と 思ふ 。 
1158, 4% 


21, 1156~ 


FEF © Hh EURESE GIES ARE RT 
PADLMERE & fe L, REUTER te SSR 


子 部 落丁 の 地下 に は 太子 河 系 の 地 訂 分 
Ai Le, BRM OME | TE PAKS SAD 
の ょ と 推定 さる 。 s 
WS ER OME SIL MH O MBE 
WEES } LMA HSL k Y MEME TE SB tk 
2D — DEEN BH, HO CA Hic 
L Fs PRA LARGE & FPS YEH BY OL *B 
tro (DNS HAS eI, 104, 37 ~53, 


。 BE 8) CRIED 


6917, アル ミニ ウム 地 金 中 の 微量 の チタ 
YOR SIACETC 木村 健三 郎 , REA 
KR 
FEA SL VEO DEBE DS THAR (Lak SE 
BFR y ORICA LE FOMOR 
ETO, BicFR vyICW Cia 酸化 水素 
KV LLY —JB MMe 6 Bae HS. oF 
SOVRBEMOTT A A a VADs 
Ry % WARK HI SLY BRK Y 
> き DE eI OC FERED TEMES & YO 
BY X [el FARE OBE JA Us Cif De 1 
DFRy LEMICERTS CERMAK 
Yo (J OFA IR, 21, 933~945, 昭 17) 


Ce 
6918, アム モニ ア CIBER t ORE 
HAB HART 


アム モニ = ニア と 二酸化 炭素 と か ら カ ルポ ペ 
ミン 酸 ア ム モ = ウツ ム を 折 出 する 反 應 の 動 
ENR E GORY» KRERREO UR 
JB ICUNG % RABI FO RET Ud HE 
定 し , Langmuir の 吸 著 恒温 式 を 應 用 し 
CW DUAR & BEE VY , WED BME 
AD Sie tak oy DOGGIE ie Bd M (ka FAK 
FICK SELVA, BH ic MB SRPoO 
水分 た 因 る も の な る を 見 た り リ 。 (MMB 


ahi 50 (58) 


HERO RE 
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te, 21, 946~479, 1B 1 の て 北原) 
6919, アー ムコ 人 鐵 中 の 銅 の 検出 (電子 線 
分 析 ) 徳光 it 

ァ ー ム コ 鐵 中 に 含有 さる ょ 不純 物 の 銅 

を 電子 廻 折 に 依り 検出 し 得 た り 。 こ と の 場 
AZT IS MAA EL CHR HH Sst EE 
Mit se SLES YL, WR eS his 
RN aN 9 
Hee EB LR HH ARO BIC 
Yo AIR It RIO Fl & mae 
Bray sd Sil o> iE PED gl 2 adherent 
film の 形成 に 依る と 言 は る ゝ 事 に 質 陰 的 
RIEHL. (PAPER, 21, 1000~ 
1006, 昭 17) 〔 北 原 】 
6921, 地球 た に 於 ける 元素 の 分 布 野口 喜 
= ae 

HWPR & SALA, KAS, A AIA Ae A SWER AB 
oP b KA DTG TH ARB Ee り 。 

SAI HWSEIC HS TS 28 RO EBRD, 
微量 成分 等 の 混合 比 。 0% I, BBE RK 
SAD PEC LS BRIE E HERA VQ 

7K] FAO YZ MICHA 3 tigrk th O 
分 線量 及び 組成 比 を 表示 し , 忠 分 HRI 
所 に た より 異な れ ど る も 組成 上 叱 に は 鍋 分 = 
0.030 + 1,8050 x WH FE Ft te S BA Ka SH 
を 記せ り 。 Riek Hic Tis Cl>SO,> 
CO,, Na>Mg>Ca teh & jak ic clk 
CO;>SO,>Cl, Ca>Na>Mg な り 。 更 
(CPR OM, APR EE De ELAR AF it OYE BE 
OLS GER UE Le RUE UV KE 
Ih OAR ICM HICK D* Cb AMT, 

#Ala #AAOhR AR EL TC Clark 
及び Washington 2} 4 3 ok pee 
FBI BOD BCS EL SP ME OS 1S 5 i 


DAF KK UG Ay BE 7 FS RICRL, Clark 
MEE RL CAT SRL BSE OM RARE 
Harkins の WES RUT V, 更に 岩石 中 
IC BASS AKMICORR RL, Hie 
HS Cah 2 AICI SBS ¢ HE 
Hovbte SH AHICM GA ES Lo 

地球 深部 地震 波 の 閣 測 等 より 得 た る 
Bk VE 2900km o pric BES 


 RAUAL, COME WT WRIA eI 


分 ち 上 部 を 硫化 物 酸 化物 層 , FMB & 
LOT, MMs AR OM eS Bit 
UX VAMORT LEME SLOLS 
~, Tschirwinsky ofA RAE BP を 表 
示せ り 。 硫 化物 酸化 物 層 は 全然 條 想 的 な 
る 存在 な みれ ど Tammann OFf7~ Tim 
Of) % EEPROM , MLSE, Git 8 2 UNA FEY 0 Se fB D 
混合 物 の 燈 融 器 を 冷却 する と き , 凝 固 に 
SEB 6 T ERB X 0 I eRe EE AP IS, HE 
FS tas (9 he AAs VS OS i YR NE 三 相 に 分 
AES SIX YARED AO MRIS 
APA AIC BIW & B~ Tschir-winsk y 
の ペラ サイ ト の 分 析 値 を 表示 せり 。 
更に 放射 性 元素 の 分 布 た つき 巡 さ た 
Yo 即ち 岩 有 中 の 放射 性 元素 の 含有 量 は 
KI ATIC WS CZ PR PERE BFR , rh 
PIC WS TIME LRH OB Lo RAE NHE 
HICH CILMI OH A HLS ¢ , 
右 英 中 の も の 最も ゃ 少し 。 ド Rarth に ょ れ は 
{High OFF 2A RIBERA De 
rims ARMAS, RBA, Hk, 
MENDEL HEAD , HASTA, TAP AK ROK Sh AD 
放射 性 元素 含有 量 に つき て も 述べ た り 。 
(SUED (bk, 89~128, 昭 17) 【 木 崎 】 


FAs a A OBR i) TR OR A AD 


2k it # ® if 
BSEShR KBR Be 純一 坪井 誠太郎 
鈴木 MF 伊藤 Ait 
REE th #E OHEE 高根 BH 
HE2Eet 大森 *K- 
本 @ a (3 a 
伊木 EM BH BM ER BR 大 井上 義 近 AH —B 
me RR AF GR A AM 7A HE WH B 
HERG PMR FBR 原田 eR RA 連 
ay 幸一 fe 忠男 保科 ERB 本 間 不 二男 WA 唯一 
松山 we RR BB 山口 孝三 山田 ERE 中根 TR 
tt LSB 
ASSES (Fy) 
AR S- 加藤 Be 河野 He AG BH 北原 順一 
SkR=pA BR BH BR 純一 竹内 BE 根 橋 雄太 郎 
増井 —- AR 健三 BBRRRB 
mH a 昭和 18 年 4 月 25 日 印刷 
BGA * & toh oe 昭和 18 年 5 Aol ABST. 
= 3 BD ES. Tip BB 
INET Re A 部 内 i 
mA t& xR Bh (IT A A RS 
(ler Barmy 88 番地 AAAS 
FD mM PRE Se 印刷 所 ABGOQEERE 
(東宮 103) BET BA My 88 番地 AZeA 高 根 勝利 
RR AAT (He fires 8825 FH) 
ANE THR Ab HF BK eR AS ABBB2 
1 oe 22215 “Ry teip 4 (Bf 
FAS HA A i A 6 ope a) 
配給 元 HAIER ERAS ot ーー 
RG eee 27 BO 番地 ARR eH (AM) 
eee pe BARE Te) 
FUR AAR 2TA AB ab RS 
(ARR IE 5 番 ) KAR 41 WEAR 20 彫 
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